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序     文 

 
日本国政府は、インドネシア国政府の要請に基づき、河川流域機関実践的水資源管理能力向上プロ

ジェクトを実施することを決定し、独立行政法人国際協力機構がこのプロジェクトを実施することと

しました。 

当機構はプロジェクト開始に先立ち、本プロジェクトを円滑かつ効果的に進めるため、平成 19 年

9 月 3 日から同年 10 月 2 日までの 30 日間に渡り、当機構地球環境部アドバイザーの須藤和男を団長

とする第 1 次事前評価調査団を現地に派遣しました。また、平成 20 年 3 月 2 日から 3 月 22 日までの

21 日間に渡り、当機構地球環境部アドバイザーの須藤和男を団長とする第 2 次事前評価調査団を現

地に派遣しました。 

調査団は本件の背景を確認するとともに、インドネシア国政府の意向を聴取し、かつ現地踏査の結

果を踏まえ、本プロジェクトに関する協議議事録に署名しました。 

本報告書は、今回の調査を取りまとめるとともに、引き続き実施を予定しているプロジェクトに資

するためのものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 21 年 5 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 

部長 中川 聞夫 
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事業事前評価表（技術協力プロジェクト） 

作成日 平成 20 年 4 月 24 日 
担当部・課 地球環境部水資源防災グループ 

水資源第１課 

1．案件名：インドネシア国 河川流域機関実践的水資源管理能力向上プロジェクト 

2．協力概要 

(1) プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

本件プロジェクトは、インドネシア国の河川流域機関（River Basin Organization 以下、

RBO）が実践的な流域管理を行う能力を水資源管理技術普及ユニット（DUWRMT）によっ

て強化する体制の確立を目標とする。インドネシア国政府は、近年頻発する流域の諸問題に

対処するために、2004 年の水資源法に基づき、流域毎に RBO を設置し、統合的な水資源管

理への取り組みを進めている。 

インドネシアでは流域を管理する公共事業省の指導の下、2006 年には、RBO が 30 ヶ所の

重要な流域に設立され、2007 年から活動を開始している。RBO は、流域状況の把握と問題

の解決、関連施設の建設・運営維持管理、開発・管理計画の策定、関係者との利害関係の調

整等の流域の多様な課題に対応し、それぞれの河川地域において自立的に統合的な水管理を

行なっていくことが求められている。しかし、現状では人材の能力不足を主な要因として、

その使命を十分に果たすことが困難であり、RBO スタッフの能力強化及び組織の機能強化

が急務となっている。このため公共事業省は、RBO の能力強化を行うために DUWRMT を

2009 年に設立することを決定した。 

プロジェクトでは、DUWRMT の設立およびその活動への技術的な支援を行い、それを通

じて RBO の能力強化を目指すものである。 

 

(2) 協力期間：2008 年～2011 年（3 年間） 

 

(3) 協力総額（日本側）：2.4 億円程度 

 

(4) 協力相手先機関： 

公共事業省 水資源総局水資源管理局及び調査開発庁水資源研究センター 

水資源管理技術普及ユニット（DUWRMT）（発足前はその準備グループ） 

 

(5) 国内協力機関：国土交通省、独立行政法人水資源機構等 

 

(6) 裨益対象者及び規模等 

直接裨益者：公共事業省関連部局（特に調査開発庁水資源研究センター、水資源総

局水資源管理局）と DUWRMT のスタッフ、中央政府下の 30RBO のス

タッフ 

間接受益者：対象となる 30 流域の住民 
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3．協力の必要性・位置付け 

(1) 現状及び問題点 

インドネシア国は、台風やそれに伴う洪水が頻発するアジア・モンスーン地域に位置し、

また、人口密度が高い（121 人/km）ことから、防災対策や水資源開発・保全の必要性が高

く、我が国は 1960 年代以降、ブランタス川、ソロ川、ジャカルタ近郊の主要河川等の全国

10 以上の主要河川に対して開発調査による河川改修計画や水源開発計画の策定、資金協力

によるそれらの実施についての協力を行ってきた。 

これらの協力により主要流域の開発・保全は進められたものの、インドネシア全体におい

て人口増加、経済開発、都市化等による水需要が増大する一方で、水資源開発の遅れにより、

水利用者間の水配分に関わる問題が年々大きくなっている。また、近年の干ばつによる農村、

都市での水不足、洪水の発生、水質悪化等、河川流域内の問題に対し、社会、経済、環境等

にも配慮して、利害関係者と総合的に調整を行う総合的な水資源管理が重要になってきてい

る。 

インドネシア国政府は、この様な状況を踏まえ、世界銀行の支援を得て水資源セクター構

造調整プログラムにより改革を進め、2004 年に水資源法を制定し、(1) 中央と地方政府の役

割分担、(2) BHN（人間の基本的要求）の充足、(3) 水利権の導入、(4) 水資源の保全等の水

資源のあり方等を規定し、各流域内の利害関係者の参加による統合的な水資源管理を促進し

ている。 

インドネシアにおいては、1999 年以来、地方自治体への権限委譲が進められてきたが、

制度不備や複数の州を跨ぐ河川流域における調整の難しさから、河川管理においては中央政

府の役割について再度検討が行われ、公共事業省は、省令（2006 年）により全国 5,590 流域

を 133 の河川地域に区分し、特に重要な 30 の河川地域については本省直轄で管理すること

を定め、新たに設立された RBO が水資源開発・管理計画の策定、関連施設の整備・運営維

持管理、水利用者間の利害調整等の多様な課題に対応していくことになった。 

 

インドネシア政府では、1990 年代半ば以降、財政難から約 10 年にわたって公務員の新規

採用が見送られた。今後経験ある技術者の多くが定年を迎えるため、若い世代に技術や経験

を伝承する仕組み作りが喫緊の課題になっており、RBO においては組織能力の強化とその

人材育成に全省的に着手したところである。 

公共事業省は RBO の能力強化のために DUWRMT を 2009 年に設立する予定である。

DUWRMT は調査開発庁水資源研究センターの河川研究センターを改組し、水資源総局の協

力も得て人員補強がされることになっており、そのために 2007 年 12 月から関係部局担当者

による準備グループが組織され、準備が進められている。 

各 RBO の前身は河川建設事務所であることから、施設建設業務の経験を有するが、今後

は水資源管理に関わる業務に対応していかなければならない。公共事業省では、施設建設に

関する技術力を有し、それに関するガイドライン/マニュアルも作成されている。一方、流

域全体の水資源管理に関わる能力は十分ではなく、そのためのガイドライン/マニュアルも

整備されていない。このため、DUWRMT は水資源管理について RBO を指導する能力の向

上を図り、流域管理全体について RBO を指導して行く必要がある。 
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(2) 相手国政府国家政策上の位置付け 

インドネシア国政府の中期国家開発計画（2004-2009）の中では、水資源の偏在等自然条

件の他、施設不足等による水供給能力の低下、水資源インフラの管理における組織間（中央

/地方政府/国有企業/住民）の連携や調整の弱さ等の水資源管理に関わる問題が指摘されてい

る。水資源管理に関する目標として、持続的な開発と管理、洪水や干ばつの被害軽減、水質

汚染の抑制、住民参加の促進等に取組むこととしている。 

このような背景から RBO の設置とその能力強化は、各流域内の利害関係者の参加による

統合的な水資源管理を促進する政策における重要事項として位置付けられている。 

 

(3) 他国機関の関連事業との整合性 

1999 年以降、世界銀行による水資源セクター構造調整プログラムの支援により、2004 年

に水資源法が策定され、各流域において関係のステイクホルダーの参加を求める｢統合水資

源管理｣のアプローチが重要になった。本件プロジェクトは、その方向性に沿った事業と位

置付けられる。 

現在、世界銀行は、灌漑分野において、州自治体レベルでの水資源管理の実施体制につい

て支援を行っており、本件プロジェクトとの直接の重複はないものの、情報収集を行ってい

く。 

アジア開発銀行は、ジャカルタ近郊のチタルム川流域総合水資源管理投資プログラムを

2007 年～2021 年の計画で実施中であり、水供給、水質管理、森林管理等の事業を実施予定

である。このプログラムに関連して 2008 年から 1 年半程度で対象流域を所掌する３つの

RBO の能力向上を行う予定である。このプログラムにおける知見は全 RBO を対象として指

導を行う DUWRMT の活動に有効であり、ADB と情報交換を行い、本プロジェクトに活用

するものとする。 

 

(4) 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け（プログラムにおける位

置付け） 

外務省による対インドネシア国別援助計画（2004 年 11 月）の重点分野・重点事項の、｢民

主的で公正な社会造り｣において、基礎的公共サービスの向上を重視し、地域開発の観点か

ら必要とされる公共財の整備と公共サービスの維持管理体制の改善、頻発する洪水・土砂災

害、渇水等の自然災害対策等の支援を行うことが明記されている。また、環境保全・防災の

観点から、適正な天然資源管理への支援（温暖化対策を含む）及び、都市環境の保全への支

援を行うとされている。 

本件はこれら重点分野・重点事項に資する案件であり、また、JICA 国別事業実施計画（2006

年 12 月）の中では、重点分野｢貧困削減｣の｢シビルミニマム・MDGs 支援｣プログラムの｢戦

略的地方インフラ整備｣サブプログラムに位置付けられている。 

 

ブランタス流域では、1970 年代以降の我が国による協力（技術協力、資金協力等）をき

っかけに水資源公団 PJT I が設立され、同流域の水資源管理にあたっている。また、JICA は、

2008 年まで 4 年間にわたりジェネベラン流域管理のための組織強化の協力を実施した。本
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件プロジェクトでは、公共事業省がこのような様々な流域での有効事例等を分析し普及する

体制を設立し、当国の統合的水資源管理の実現を目指すものである。 

 

4. 協力の枠組み 

本件プロジェクトは、RBO の能力向上のために設置される水資源管理技術普及ユニット

（DUWRMT）の活動の枠組みの構築およびその能力強化に向けた協力を行うものである。

DUWRMT の主な活動は、①RBO に対して行う研修カリキュラム、教材の整備と DUWRMT

による研修の運営能力の形成を行う、②各 RBO が主要流域で水資源管理を行う上で特に優

先性の高いガイドライン/マニュアルを整備する、③RBO が水資源管理を行う上で直面する

問題に対応するために専門性を有する技術者がカウンセリングを行う仕組みを形成する。 

本件プロジェクトでは、2~3 のパイロット流域を選定して、水配分計画/調整、洪水/渇水

管理、河川施設維持管理等について、有効事例や教訓を取り上げながら、当国の技術レベル

に適したガイドライン/マニュアルを策定する。また、ガイドライン/マニュアルの策定を通

じて、研修講師として人材育成や DUWRMT が RBO に対して行うカウンセリングの仕組み

を検討する。 

DUWRMT がこれらの活動を行うための能力強化を図り、それにより RBO が流域管理を

行う実践的な能力が向上することを目指すものである。 

なお、DUWRMT が設立されるまでは調査開発庁と水資源総局が共同して設置した準備グ

ループがカウンターパートとなる。 

 

(1) 協力の目標（アウトカム） 

1) 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 

河川流域機関（RBO）が流域管理を行うための実践的な能力を DUWRMT によって強

化する体制が確立される。 

<指標> 

・ 全国の RBO に対する研修やカウンセリングが、DUWRMT によって計画的に行われ

る。 

・  RBO が必要としている優先分野（水配分計画/調整、洪水/渇水管理、河川施設維持管

理等）についてのガイドライン/マニュアルが整備され、RBO に対する研修に活用さ

れる。 

2) 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標） 

河川流域機関（RBO）の実践的水資源管理の実施能力が流域レベルで強化される。 

<指標> 

・ 水資源管理に関わるガイドライン/マニュアルが各 RBO で活用され、定着している。 

・ DUWRMT がインドネシア国内で水資源管理のナレッジハブ（各 RBO が実践している

有効事例や教訓等の知見や河川流域に関わる基礎情報を蓄積すると同時に、他の RBO

に技術的助言や技術/ノウハウの紹介を行う機関）として機能している。 
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(2) 成果（アウトプット）と活動 

成果 1：DUWRMT が RBO の研修を行うために必要な能力を備える。 

活動： 

1-1. DUWRMT の業務内容、役割、組織体制を明確にする。 

1-2. 研修業務を行うために組織運営に関する研修を行う。 

1-3. RBO に対して DUWRMT が実施する研修計画を水資源管理局、水資源研究センタ

ー、PJT 等の関連機関 と連携して作成する。 

1-4. RBO に対する研修カリキュラムとその教材を準備する。  

1-5. RBO に対する研修を実施し、結果をモニタリングする。 

<指標> 

・ RBO に研修を行うためのカリキュラム/教材が整備される。 

・ RBO に対する研修が定期的に実施される。 
 

成果 2：RBO が必要とする水資源管理に関わる優先分野のガイドライン／マニュアルが整

備される。 

活動： 

2-1. ガイドライン/マニュアルの作成計画を策定する。 

2-1-1. 既存のガイドライン/マニュアルの整備状況を把握する。 

2-1-2. ガイドライン/マニュアルの整備の優先分野（水配分計画／調整、洪水／渇水管

理、河川維持管理、その他）を定める。 

2-2. 実践的なガイドライン/マニュアルを作成するためにパイロット流域での活用結果

をフィードバックする。 

2-3. 優先分野のガイドライン/マニュアルを作成する。 

<指標> 

・ 実践的なガイドライン/マニュアルが作成される。 

・ ガイドライン/マニュアルがパイロット RBO に普及され、水資源管理の現場で活用さ

れる。 
 

成果 3：DUWRMT が河川流域機関（RBO）に対して行う水資源管理についてのカウンセ

リングの仕組みが構築される。 

活動： 

3-1. カウンセリングの実施手続きを定める。 

3-2. 公共事業省、水資源公社、大学等からカウンセリングのための技術者を選定する。 

3-3. 上記の技術者に対する研修を行う。 

3-4. パイロット流域でのカウンセリングを実施し、その結果をモニタリングし、実施手

続きにフィードバックする。 

<指標> 

・ パイロット流域での試行を通じてカウンセリングの仕組みが形成される。 

・ 水資源管理局、水資源研究センター、PJT 等の関係機関の協力により、カウンセリン

グのための質の高い技術を DUWRMT が習得する。 
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(3) 投入（インプット） 

1) 日本側 

① 専門家派遣 

長期専門家 2 名 

i)  チーフアドバイザー（水資源管理/能力向上） 

ii) ガイドライン整備/研修/業務調整 

短期専門家 4 名程度/年×3 年間 

以下に想定される分野を支援。 

河川管理、洪水/渇水管理、配水/低水管理、灌漑用水管理、 

河川施設維持管理、環境/水質管理 /堆砂管理、財務管理評価、住民参加 
 

② 研修員受け入れ 5 名程度/年×3 年間 

③ 供与機材 

現場踏査用四駆車両、流域モニタリング用簡易計測機器等 
 

2) インドネシア側 

① カウンターパート人材の配置： 

i) プロジェクトダイレクター 2 名 

（水資源研究センター長と水資源管理局長） 

ii) プロジェクトマネージャー 1 名（DUWRMT 長） 

ただし、DUWRMT が設置されるまでは準備グループ長が対応する。 

iii) その他のカウンターパート 

（水資源総局/水資源研究センター/RBO/PJT 等から参加） 

ガイドライン作成のためのワーキンググループ設置等 

カウンセリング技術者:15 名程度 

② 施設の提供：公共事業省内の専門家用執務室（ジャカルタ、バンドン、ソロ） 

③ ローカルコスト：RBO に対する研修費用、カウンターパート人件費、国内旅費、 

その他プロジェクトの現地業務に必要な事務的経費 
 

(4) 外部要因（満たされるべき外部条件） 

1) 活動に対して 

・ 普及ユニット（DUWRMT）の研修施設の建設が計画通り行われる。 

・ 普及ユニット（DUWRMT）の成立に関する法的な手続きが計画通り行われる。 
 

2) アウトプットに対して 

・ 訓練された DUWRMT のカウンターパートスタッフが定着する。 
 

3) プロジェクト目標に対して 

・ DUWRMT の人材と予算が確保されている。 

・ インドネシア国政府の水資源管理に関する政策が大幅に変更されない。 
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5．評価 5 項目による評価結果 

(1) 妥当性：本件プロジェクトの妥当性は、以下の理由から高いと判断される。 

 本案件は、2004 年に制定された水資源法の基本的理念である統合的水資源管理を流域ごと

に進めていくために、主要流域の水資源管理を担う組織である各 RBO の能力向上を図る

ためのシステムを構築するものである。インドネシア国政府が中期国家開発計画（2004 - 

2009 年）の中でも、河川に関わる関係機関の連携と協力の促進を掲げており、その責務の

ために 2006 年に設立された RBO を支援することは、当国の開発政策とも整合している。 
 

 インドネシア国では、流域で発生する自然災害（干ばつ、洪水、土砂崩れ、水質悪化等）

への対処がますます重要になっている。上水道、工業用水、農業用水等との適正な水配分

を通じた水資源の効率的な利用、水災害による被害の軽減、流域環境の保全等の適正な流

域管理による持続的な発展を図る上で RBO の能力向上は重要な意義を有しており、同国

のニーズに整合している。 
 

 日本国政府の対インドネシア国別援助計画（2004 年 11 月）の重点分野・重点事項の｢民主

的で公正な社会造り｣の中で、地域開発の観点から必要とされる公共財の整備と公共サー

ビスの 維持管理体制の改善、頻発する洪水・土砂災害、渇水等の自然災害対策等の支援

を行うこととしており、また、環境保全・防災の観点から、適正な天然資源管理への支援

（温暖化対策を含む）を行うとしていることから、本件プロジェクトの目指す内容と整合

している。 
 

 日本は、河川流域管理の分野において、高い技術と経験を有している。インドネシアは、

日本と同様にアジア・モンスーン地域にあることから、洪水への対策、農業用水（稲作）

と都市用水との配分調整等、日本の技術と経験には、インドネシアで有効に応用出来るも

のが多くある。さらに、国土交通省と独立行政法人水資源機構が蓄積してきた、組織管理

と人材開発のノウハウも、RBO の能力開発に適用出来るものと考えられるため、技術面か

らも日本の援助の妥当性は高い。 
 

(2) 有効性：以下の理由から、プロジェクトの有効性は高いものと判断する。 

 本件プロジェクトでは、公共事業省の水資源研究センターや水資源総局等の関係部局が協

力し、①職員の研修、②水資源管理実施のためのガイドライン/マニュアル作成、③カウン

セリングという３つの活動を行うこととしており、これらの成果は事前調査等を通じて確

認した RBO のニーズと一致している。 
 

 ブランタス流域やジェネベラン流域等、我が国のこれまでの協力等を通じて形成されたイ

ンドネシア国内の有効事例を積極的に活用して、同国の技術レベルや社会環境等の実情に

即した「実践的」な水資源管理技術の普及体制の構築を目指している。 
 

 設立されたばかりの RBO に対する能力向上システムの形成という新しい取組みであるこ

とから、活動項目を絞り込み、インドネシア側のキャパシティに対応する内容の投入を計

画している。 
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(3) 効率性：プロジェクトは、以下の理由で効率的な実施が見込まれる。 

 ブランタス流域やジェネベラン流域等、我が国のこれまでの協力等を通じて形成されたイ

ンドネシア国内の有効事例を積極的に活用して、同国の技術レベルや社会環境等の実情に

即した「実践的」な水資源管理技術の普及体制の構築を目指している。 
 

 DUWRMT の活動では、公共事業省、水資源公社（PJT I&II）、現地の大学等における一定

上の技術力を有する技術者を活用する計画であることから、日本人専門家の投入は、分野

を限定した 2 名の日本人長期専門家と短期専門家で構成し、比較的小規模な投入にしてい

る。 
 

 RBO の能力向上にあたる DUWRMT は、新設ではなくソロにある河川研究センターの組織

改編により設立される予定である。また、カウンセリングについては、DGWRD/RCWR 等

の公共事業省内の他部局から登録した人材を養成して活用する予定であり、既存組織の人

員を効果的に活用して実施することを想定している。 
 

(4) インパクト：各種の正のインパクトが生じると予想される。現時点で、負のインパクトは

想定されない。 

 全国の主要流域の情報収集と各 RBO への技術普及を行う恒久的な組織として、公共事業

省大臣令より、政策実施を所掌する水資源管理局の支援を得て、技術開発部門を所掌する

水資源研究センターのもとに DUWRMT が設立される。本件プロジェクトは、実際に流域

管理を行う RBO を指導する DUWRMT の機能強化を行うことから、インドネシアの水資

源管理技術の普及の基礎を築くことになる。 
 

 DUWRMT が技術普及を行う RBO は全国の主要流域をそれぞれ所掌する機関であること

から、本件プロジェクト実施によって RBO の能力向上が図られることにより、当国の水

資源管理上の主要課題である水資源の適正な配分、洪水への対策、水質の保全等への解決

に結びつくことになる。 
 

(5) 自立発展性：本件プロジェクトの自立発展性は、概ね高いものと見込まれる。 

 本件プロジェクトは、インドネシア国の開発政策、社会のニーズと高い整合性を有してい

るため、プロジェクト活動の継続に対するインドネシア国政府からの政策的な支援が、将

来に亘って期待出来る。 
 

 本件プロジェクトでは、公共事業大臣令によって水資源管理技術普及のために水資源研究

センターのもとに恒久的な組織として設立される DUWRMT をカウンターパートとして実

施するものである。また、その技術普及活動においては、公共事業省の部局横断的に人材

を活用し、また、水資源公社や大学の協力も仰ぐ予定であり、自立発展性は高いと考えら

れる。 
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6．貧困・ジェンダー・環境への配慮 

本件プロジェクトは、RBO の組織能力向上を目指し、研修、ガイドラインの整備、カウ

ンセリング等の活動を中心に実施するものであることから、プロジェクト実施に伴って貧困

層・ジェンダー・環境に悪影響をもたらすものではない。 

流域管理においては、各流域で関係の行政機関、民間組織、NGO 等のステイクホルダー

が参加して合意形成を図ることが水資源法で求められ、RBO はその調整の任務も有する。

ステイクホルダーとの調整を通じて貧困、ジェンダー、環境に配慮した流域管理が行われる

よう留意する。 

 

7．過去の類似案件からの教訓の活用 

インドネシア国で、世界銀行が実施中の WISMP（Water Resources Irrigation Sector 

Management Project 2005-2009 年）によれば、訓練したスタッフの異動が、技術移転の成果

に影響を及ぼした旨報告されている。公共事業省に限らず当国政府部門では、職員の高齢化

が問題とされ、今後その年齢層の定年退職による技術の継承が課題になっている。本件プロ

ジェクトにおいては、退職者の人材活用も視野に入れて、中間層の育成に配慮することとす

る。 

 

8．今後の評価計画 

中間評価：2009 年 12 月頃（プロジェクト開始後 1.5 年程度） 

終了時評価：2010 年 12 月頃（プロジェクト開始後 2.5 年頃） 
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第1章 調査概要 

1.1 案件の背景 

インドネシア国（以下「イ」国）における近年の水需要増加に対する水資源開発の遅れにより、農

村、都市での水不足、更に洪水対策、水質悪化等の河川流域内の問題に総合的に対処する必要性が高

まっている。このため、「イ」国は 2004 年に水資源法を制定し、水資源のあり方を規定し、2006 年

に全国の河川流域の中での 67 河川を公共事業省が直轄管理し、30 の河川流域機関（RBO）を設立し、

2007 年から運営が始まっている。その他の流域については各州自体が管轄する約 50 の RBO が設立

される予定となっている。 

「イ」国公共事業省は、RBO の組織強化のため水資源総局水資源管理局（DWRM）及び調査開発

局水資源研究センター（RCWR）の協力により水資源管理技術普及センター（DUWRMT）を設立す

る計画があり、その立上げ作業について我が国に技術協力を要請した。 

1.2 要請によるプロジェクト概要 

「イ」国の要請によるプロジェクトの概要は以下のとおりである。 

（1）上位目標 

Strengthening capacity development for River Basin Organizations related to implementation of 

Integrated Water Resources Management at basin level 

（2）プロジェクト目標 

1) Study and assessment of the current situation and capacity of water resources management in 

Indonesia in order to examine the plans on establishment of DUWRMT and empowerment of 

RCWR and DWRM 

2) Establishment of DUWRMT in order to deal with capacity development and dissemination of 

practical water resources management and technology. 

3) Empowerment of RCWR and DWRM for supporting DUWRMT. 

 

（3）成果 

1) Report on assessment of the current situation and capacity of water resources management in 

Indonesia 

2) Establishment plan of DUWRMT and its initial operation 

3) Empowerment plan of RCWR and its initial operation 

4) Empowerment plan of DWRM and its initial operation 

5) Guideline for RBOs in practical water resources management 

6) Texts, materials, syllabus and dissemination modules for RBO training 

7) Workshops on new capacity development system for RBOs 

 

（4）実施機関 

1) 公共事業省水資源総局水資源管理局(Directorate of Water Resources Management(DWRM), 
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Directorate General of Water Resources(DGWR)) 

2) 公共事業省調査開発庁水資源研究センター(Research Center for Water Resources(RCWR), 

Directorate General for Research and Development(DGRD)) 

 

（5）プロジェクト期間 

3 年間 

1.3 調査目的 

第 1 次事前評価調査の目的は、協力の妥当性、協力の範囲および具体的な内容を検討するため、以

下の内容について情報収集、協議を行うことである。 

（1）インドネシア政府による RBO 強化に関わるプロジェクト構想とその実施体制と取組み状況

を確認する。 

（2）現地 ODA タスクフォースと先方政府との協議を踏まえ、我が国に協力要請されているプロ

ジェクトの内容を再確認する。 

（3）プロジェクトとして実施すべき事項を整理し、日本側協力範囲、インドネシア側実施範囲を

検討する。 

（4）上記の検討を踏まえて、インドネシア側とプロジェクトの内容について合意形成のための協

議を行う。 

 

具体的な情報収集、協議事項は、以下のとおりである。 

（1）現地 ODA タスクフォース 

・ インドネシアに対する水セクターに対する支援の方向性と本件の位置付け 

・ 本件プロジェクトに対する投入規模に対する考え方 

 

（2）関係機関 

1) 公共事業省 

① 流域管理のアプローチ： 

 政策、水資源法、関連の法令等の情報をもとに当国の流域管理のアプローチを確認する。 

② RBO の設立状況と活動内容 

 RBO の設置に関わる法制度、人員、予算措置を確認する。 

 RBO に求められている業務内容、地方自治体等との業務分担や調整メカニズムを確認す

る。 

③ RBO 強化の実施体制： 

 本件プロジェクト実施機関の協力体制、指揮命令系統、制度的枠組みを確認する。 

 水資源総局水資源管理局、調査開発庁河川研究センター及び関連機関（ADB 等が流域

管理に関わる支援を行った部局等）の実施体制（予算、人員、情報）を把握し、また、

流域管理の普及に資するリソース（ガイドライン、マニュアル、データベース、講師レ

ベルの人材等）を評価する。 

④ RBO 強化の手法： 
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 RBO あるいはその前進の組織に対して行ってきた組織育成やコンサルテーション（問題

が発生した際の指導等）のアプローチとその実績。 

 ADB 等によるドナーこれまでの手法と今後の方向性の確認。（ADB からもヒアリング） 

 過去の人材育成手法（中央センター型アプローチ、個別能力強化）をレビューし、本件

プロジェクトで採用すべきアプローチを分析する。 

 

2) 水資源公社（PJT）I＆II 

 RBO 強化のためのリソースとしてのポテンシャル：水資源管理のノウハウ、実施体制、

施設概況等 

 

3) ADB 

 インドネシアの流域管理支援1の成果、教訓と協力の方向性を確認する。 

 実施中（ジャカルタ周辺の流域管理）の流域管理プロジェクトの概要。 

 中央省庁への支援の内容と本件プロジェクトとの関連性を把握し、連携あるいは協調の

可能性を把握する。 

 

（3）現地視察 

① 河川研究センター（ソロ） 

 施設、機材の現況 

 人員、体制、活動状況 

 

② 流域管理の現況視察 

 Brantas, Citarum 川等流域等での流域管理機関（PJT、RBO）等の活動の現況把握 

 代表的な RBO（可能であれば 5 つ程度）の組織の比較分析（予算、人員、人材レベル、

活動内容、アセット） 

 

（4）協議議事録の署名 

 インドネシア側（水資源総局、調査開発庁）と調査団で協議結果を整理し、M/M 署名に

より確認する。 

1.4 調査団の構成 

第１次事前評価調査団の構成は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

                                                  
1 1995～2002 年に”Capacity Building Project for Water Resources Sector”（約$28mil の T/A）を、DWRM を C/P として実

施。 
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担当分野 氏名 所属 

総括 須藤 和男 JICA 地球環境部アドバイザー 

水資源開発政策 杉浦 政裕 水資源機構 総合技術推進室 主幹 

協力企画 益田 信一 JICA 地球環境部第３グループ（水資源・防災）

水資源第一チーム主査 

水資源管理 小林 六郎 株式会社ニュージェック 

 

1.5 調査日程 

現地調査の概略行程は以下のとおりである。 

月日 曜日 場所 業務内容 

9/3 月 移動 ジャカルタ着 

4 火 ジャカルタ ADB との協議、水資源総局・調査開発庁協議、JICA 事務所打合せ 

5 水 ソロ 
移動（ジャカルタ→ソロ）、水資源公社 1（PJT I）・河川研究センター
ソロ事務所との協議 

6 木 モジョケルト 移動（ジョグジャカルタ→スラバヤ）、ブランタス河川事務所との協議

7 金 マラン PJT I との協議、ブランタス流域現地視察 

8 土 ジャカルタ 移動（スラバヤ→ジャカルタ） 

9 日 ジャカルタ 資料整理 

10 月 バンドン 移動（ジャカルタ→バンドン）、PJT II・チタルム河川事務所との面談

11 火 チタルム流域 チタルム流域現地視察（ｼﾞｬﾃｨﾙﾌﾙ、ﾁｭﾙﾝ堰、ﾜﾗﾊﾙ堰、ﾌﾞｶｼ送水所） 

12 水 ジャカルタ 水資源総局、調査開発庁との協議 

13 木 ジャカルタ 同上 

14 金 ジャカルタ M/M 署名、JICA 事務所・大使館報告、官団員ジャカルタ発 

15 土 ジャカルタ 資料整理 

16 日 ジャカルタ 資料整理 

17 月 ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ 
移動（ジャカルタ→スマラン）、RBO 訪問、現場調査、移動（スマラ
ン→ジョグジャカルタ） 

18 火 ジャカルタ RBO 訪問、現場調査、移動（ジョグジャカルタ→ジャカルタ) 

19 水 ジャカルタ 情報収集・整理 

20 木 ジャカルタ 水資源総局での情報収集 

21 金 ジャカルタ 情報収集・整理 

22 土 ジャカルタ 情報収集・整理 

23 日 ジャカルタ 休日 

24 月 デンパサール 移動（ジャカルタ→デンパサール）、RBO 訪問、現場調査 

25 火 ジャカルタ 現場調査、移動（デンパサール→ジャカルタ） 

26 水 ジャカルタ 情報収集・整理 

27 木 ジャカルタ 情報収集・整理 

28 金 ジャカルタ 報告書作成 

29 土 ジャカルタ 報告書作成 

30 日 ジャカルタ 休日 

10/1 月 － JICA 事務所・大使館報告、コンサルタント団員ジャカルタ発 
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1.6 主要面談者 

Ministry of Public Works 

 Inspector General   : Mochamad Basuki 

 

Agency for Research and Development, Ministry of Public Works 

 Head     : Hendrianto Notosoegondo 

 Head of Research Centre 

of Water Resources   : Arie Setiadi Moerwanto 

 Head of Researcher at Research 

Center for River   : Irwan Syafri 

 Head of Sub-division of Information 

Technology and Cooperation  : Mulya Permana 

 

Directorate General of Water Resources, Ministry of Public Works 

 Director General   : Iwan Nursyirwan 

 Secretary of Directorate General : Eddy A. Djajadirdja 

Director of Directorate of Water 

Resources Management  : Iman Anshori 

 Staff of Directorate of Water  

 Resources Management  : Sudiharti 

 Sub-division of Directorate 

of Program Guidance  : M. Tahid 

     : Sulad Sriharto 

     : Suharto S. 

 Head of Sub-Directorate of River, 

Lake and Reservoir   : Budi Santoso 

JICA Expert on Water 

 Resources Policy   : Yasuyuki Hirai 

 

Embassy of Japan 

 Second Secretary   : MURONAGA Takeshi 

 

JICA Indonesia Office 

 Deputy Resident Representative : KATAYAMA Hiroyuki 

 

1.7 調査結果概要 

調査団は公共事業省バスキ監事（inspector general）、調査開発庁、同水資源研究センター、水資源

総局水資源管理局等と協議し、また、ソロの河川研究センター、PJT I、ブランタス RBO、PJT II、チ

タルム RBO、ADB ジャカルタ事務所を訪問し情報収集を行った。その結果を取りまとめ、協議議事
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録（M/M）に署名した。また、コンサルタント団員がその後も現地調査を継続し、RBO の調査や公

共事業省における情報収集にあたった。 

（1）プロジェクトの実施の意義 

1) 統合的水資源管理への取組み 

「イ」国では 2004 年に水資源法が制定され、漸次その運用が進められている。JICA もジェ

ネベランやバリにおいて開発調査等を通じ、流域での水資源管理について継続的に協力を行っ

てきている。 

インドネシア政府は全国の河川を 133 の河川流域に分け、現在その内 69 の河川流域を中央政

府直轄の 30 の River Basin Organization（RBO）によって管理することとしている。残りの河川

流域については、さらに中央政府直轄 RBO、州･県直轄 RBO に整理して管理していくことにな

る。 

今後、各河川流域では provincial water resources council が設置され、行政当局による従来の委

員会から、NGO や大学等も参加する水問題についての協議の場が提供されることになる。RBO

は、利水者間の水配分調整、洪水や渇水対策、灌漑、水質保全等に携わるため、同委員会に対

して技術的助言を行うために重要な役割を担うことになる。 

2007 年に設置された RBO のほとんど全ては、その前身は公共事業省の建設事務所である。

これらの事務所は RBO に組織替えするにあたり、従来の建設事業（新規、リハビリ）に加えて、

施設維持管理、水資源管理が重要な業務として加わることになる。水資源総局水資源管理局は

RBO を所掌する部局であるが、同局長によれば、新たな業務に携わるにあたっての意識改革に

取り組んでいるところで、今後 RBO の能力強化のために中央が果たす役割は重要と考えられて

おり、本件プロジェクトへの期待が伝えられた。 

2) RBO の活動状況 

RBO は上述のとおり中央直轄河川流域について現在 30 が設置されている。調査団は、ブラ

ンタス流域 RBO とチタルム流域 RBO を訪問した。これらの RBO は前述のとおり、2007 年以

前の公共事業省の建設事務所を前身としており、これまで施設建設後の運営維持管理は、それ

ぞれ PJT I、PJT II に任せてきた経緯がある。 

RBO 設置後は、運営維持管理における PJT との業務分担の整理が必要になっており、現場レ

ベルでの調整が進められ、今後、水資源総局で検討、承認が行われる予定になっている。従っ

て、両流域における RBO 設立後の運営維持管理に関わる具体的な活動については整理がついて

いない状況である2。その意味では、現時点では従来の建設事務所の活動の域を出ていないもの

と思われる。なお、ブランタス流域 RBO と PJT I については今年中には整理がつく見込みが伝

                                                  
2 PJT と RBO のデマケ整理については、水資源法のみならず、財務省、国営企業庁に関わる法律との調整が根にある

ため困難を要している模様である。具体的には新たな法の制定（2004 年 No1、2003 年 No19 等）により、政府が公共

サービス機関（BLU）以外には国営企業等に予算を付することができなくなった由。PJT は 1974 年の法（No.11）に

基づき設置されているが、PJT の業務見直しに際しては、BLU との関連性を整理する必要がある模様。また、水資源

総局局長の最近の人事異動により、整理の方向性が大きく変わった模様であり、省内でのビジョンの明確化には至っ

ていない。 
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えられた3。 

PJT の設置されていない流域については、今後調査を行って把握されるが、水資源管理局長

との協議からは、運営維持管理に関しての RBO の活動は、これから具体的に検討していく段階

にあると思われる。 

ジョグジャカルタの RBO（Serayu Opak）、スマランの RBO（Pemali Juana）については、パイ

ロット的取り組みとして、RBO を BLU（Public Service Unit）にすることが検討されている。RBO

は国家予算による活動しか認められないが、BLU になることにより用水供給等による収益事業

も行うことが認められる。水資源管理局では RBO の一つの発展的なシナリオとして想定してい

る。 

3) 技術普及体制の強化の方向性 

水資源分野に関わる基準、ガイドライン、マニュアル等の取りまとめについては、現場の発

案をもとに、調査開発庁水資源研究センターが省での認証を得るための取りまとめを行ってい

る。 

調査開発庁長官は、これらガイドライン等を取りまとめる機関の責任として、普及にも関わ

る必要があると考えており、本件プロジェクトで設置予定の水資源管理技術普及ユニット

（DUWRMT）の役割を重視している。 

DUWRMT の設置は、組織的には水資源研究センター（バンドン）が直轄することを想定し

ているが、活動場所としてはソロの河川研究センター敷地に設置されることが予定されており、

会議室等の施設建設が進められている。 

DUWRMT をソロに設置する理由とし、調査開発庁は、①河川研究センターには河川実験施

設があること、②PJT I ソロ支局、ソロ RBO に併設されており現場の情報が得やすいこと、③

砂防研究センターや砂防技術センターがあるジョグジャカルタに近く、研究・技術情報を共有

しやすいこと、を挙げている。 

水資源総局水資源管理局も RBO 強化における DUWRMT の役割を重視しており、DUWRMT

の活動を積極的に支援する旨確認されている。RBO 等の現場の声を踏まえた協力ニーズの具体

化、ガイドラインや研修コース等の形成のためのリソースの提供等において重要な役割を果た

すことが期待される。 

調査開発庁、水資源総局では、プロジェクト実施のためのリソースとして、PJT I、PJT II、さ

らに大学や民間コンサルタント等も想定している。 

DUWRMT 設置は 2009 年中頃を目指し、水資源研究センターの責任の下で起案される省令に

よって設置される予定である。 

                                                  
3 PJT は国家資産である施設を管理するという原則から、予防的な維持管理は PJT の収入の中で賄い、規模の大きな

修繕等は RBO の責任で行うという整理になる模様。 
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（2）プロジェクト実施に向けての要整理事項 

要請書に基づき、具体的な活動として、①ガイドライン等の作成、②研修の実施、③RBO へ

のカウンセリングを通じて、DUWRMT とそれを支援する部局（水資源研究センターや水資源

管理局）の協力メカニズムを構築することをプロジェクトの目標とすることを確認した。 

しかしながら、RBO は 2007 年に設置されたばかりであり、新たなマンデートにおける活動

の現況や課題については、現時点では具体的に把握することは難しい。RBO が必要としている

支援ニーズ、その対応策と優先順位を検討するための情報収集と分析が必要である。 

また、設立準備が進んでいる DUWRMT についても具体的な業務内容が明確になっていない

中で、設立初期段階で、どの程度の業務に携わるのか、そのための実施体制についても並行し

て検討していく必要がある。調査開発庁長官も、DUWRMT が実施すべき業務を整理した上で

優先性を付して、本プロジェクトで取り組むべき内容を検討する必要がある旨発言している。 

JICA の協力内容を検討するために、M/M に記載のとおり、インドネシア側に対しては下記の

４点について、主体的に懸案事項に取り組むことを求めた。 

① 関係部局が協同して取り組むためのワーキンググループの設置 

② RBO に関わる基本情報の調査 

③ RBO の活動に関わる既存ガイドライン等のレビュー 

④ RBO が必要とする研修概要の検討 

 

また、上記についてはプロジェクトの内容にも関連してくることから、日本側も共にプロジ

ェクト開始に向けての準備活動として関わっていく必要があると思われる。 

（3）今後の予定 

第 1 次事前評価調査の結果を踏まえて、プロジェクト準備のための協力のあり方を検討し、

平成 19 年 10 月末までにインドネシア側に連絡する。予算、人材リソース等の調整が必要であ

るが、パイプライン専門家の派遣等が想定される。 

また、インドネシア側に対しては、上述の懸案事項４点についての検討結果を同じく 10 月末

までに回答するように求めている。 

（4）調査団所感 

・ 当国においては、上水道整備、水資源開発等に関わる開発調査等の技術協力が継続的に実施

されてきたが、水資源の管理、調整メカニズムの形成が重要な課題として提起されてきた。

RBO は、流域における水資源管理に携わる機関として役割を担うことになっており、その

強化の重要性は高い。 

 

・ 飲料水、灌漑用水の確保のための水資源開発、洪水対策等、水分野に関わるインフラ整備の

ニーズは高く、また、RBO の強化はインフラ整備の持続発展性を強化するための協力にも

資する。これまで有償資金協力等で整備された水資源関連施設の運営維持管理体制の充実に

資する案件でもある。 
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・ DUWRMT はインドネシア国内の水資源管理に関するナレッジハブとしての役割が期待さ

れる。また、DUWRMT による技術普及モデルの確立が図られることにより、今後、湿地、

海岸等の水に関する諸分野の技術普及も取り組みやすくなるため、将来にわたり広がりのあ

る成果を期待できる。 

 

・ 既に PJT I や PJT II のようにノウハウを有する組織がインドネシア国内において形成されて

おり、これらのノウハウの普及を行うメカニズムを構築する現地リソースを最大限に活かす

取り組みとなる。 

 

・ ただし、RBO 設立が緒についたばかりであり、RBO が最初に取り組むべき課題等について

は、今後現状を把握した上で検討する必要がある。プロジェクトの具体的な内容を検討する

ためには、それら課題を整理し、優先事項を選定するプロセスが必要である。 

 

・ インドネシア政府は既に DUWRMT 用事務所の建設を開始しており、DUWRMT 設立に関わ

るコミットメントは高い。インドネシア側の主体的な取り組み、当国のリソースを最大限に

引き出すための工夫が必要である。 
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第2章 水資源管理／組織・制度に係る調査 

2.1 インドネシアの水資源管理に係る概要 

（1）政策・法制度 

政策 

「イ」国では、最近の 10 年間に水資源分野で雨期の洪水、乾期の渇水、河川・地下水の水質

悪化等の問題が多発している。これらの問題への対処のため、2000-2004 年国家開発計画

（PROPENAS）においては、水利用効率性改善、施設運転維持の改善、及び水資源保全による

水資源の生産性向上を開発課題として掲げている。 

また、1999 年以降の地方分権化と世界銀行が中心となった WATSP（水資源セクター構造調整

プログラム）を推進する中で、2004年 3月に「水資源法Law No.4/2004 Regarding Water Resources、

同 Elucidation」が制定され、１）中央と地方政府の役割分担、２）BHN の充足、３）水利権の

導入、４）水資源の保全などの水資源管理のあり方が規定された。これにより、中央・地方政

府のみならず、関連するステイクホルダーを巻き込んだ流域レベルでの「統合水資源管理」

（IWRM）のアプローチが重要になった。一方、これまでの地方政府を中心とした流域管理の

あり方が人材面などの制約があり、大きな課題となっている。 

2004～2009 年度の国家中期計画では、水資源開発の目標として、①共同の持続可能な水資源

管理の達成、②洪水と旱魃災害の減少、③機関間の調整と協力の質の向上、等が掲げられてい

る。 

法制度 

上記のように、「イ」国の各流域内の利害関係者による統合水資源管理を促進するために、2004

年 3 月に水資源法（Law No.7/2004 Regarding Water Resources、同 Elucidation）が制定された。 

この法律に関して以下に示す法令を入手した。 

Title Code Concept 
Law of the Republic of 
Indonesia 

No.7/2006 
Regarding Water 
Resources / 
Elucidation 

IWRM achievement in Indonesia, duties 
and responsibilities of central, 
provincial and district/city government 
and village administration.  

Regulation of Minister of 
Public Works 

No.12/PRT/M/2006 As for Establishment of Balai Besar 

Regulation of Minister of 
Public Works 

No.13/PRT/M/2006 As for Establishment of Balai  

Regulation of Minister of 
Public Works 

No.11A/PRT/M/2006 As for 133 river areas covering whole 
Indonesia and 69 river areas under 
central government. 

Regulation of the Minster 
of Public Works 

No.544/PRT/M/2005 The Organization and Work Procedure 
of the River Center 

PERATURAN MENTARI 
PEKERJAAN UMUM 

No.26/PRT/M/2006 Balai Besar の設置省令 
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公 共 事 業 省 は 省 令 （ No.11A/PRT/M/2006 、 No.12/PRT/M/2006 、 No.13/PRT/M/2006 、

No.26/PTR/M/2006）により、全国 5,590 河川流域を 133 の河川地域に区分し、その内の 69 河川

地域を本省直轄管理をすることを定め、これらの流域の開発ならびに管理に携わる 30 の河川流

域機関として RBO（River Basin Organization）を各地域に設置し、2007 年 1 月から運営が始まっ

ている。その他の流域については、各州自治体が管轄する約 50 の RBO が順次設立される予定

となっている。本省直轄の河川流域機関は次表のようになっている。同表中、No.9, 10, 11, 12, 13, 

14, 15, 16, 17, 18, 及び 28の 11RBOがBalai Besarと呼ばれており、残りがBalaiと呼ばれている。 

 Balai Besar と Balai の業務責任はいずれも同じであり、以下の項目から成っている。 

 計画、建設、実施、運用および維持、水資源の有効利用、洪水管理 

No. 河川流域機関名 No. 河川流域機関名 

1 Sumatera I 16 Serayu-Opak 

2 Sumatera II 17 Bengawan Solo 

3 Sumatera III 18 Brantas 

4 Sumatera IV 19 Bali Penida 

5 Sumatera V 20 Nusa Tenggara I 

6 Sumatera VI 21 Nusa Tenggara II 

7 Sumatera VII 22 Kalimantan I 

8 Sumatera VIII 23 Kalimantan II 

9 Mesuji-Sekampung  24 Kalimantan III 

10 Cidanau Ciujung Cidurian 25 Sulawesi I 

11 Ciliwung Cisadane 26 Sulawesi II 

12 Citarum 27 Sulawesi III 

13 Citanduy 28 Pompenga-Jeneberang 

14 Cimanuk Cisanggarung 29 Maluku 

15 Pemali-Juana 30 Papua 

 

一方、実施事項においては、いずれも 

a） 流域での水資源管理 M/P の策定 

b） 流域での水資源管理計画の策定 

c） 流域での水資源管理実施計画の策定 

d） 水資源管理の実施 

e） 流域における水資源供給、配分、利用及び水利権に関する技術的な勧告 

f） 流域での水資源運用と維持の実施 

g） 水文システムの管理 

h） 水資源データと情報の組織化 

i） 流域での水資源管理調整委員会の活動の支援 

j） 水資源管理における住民の参加 
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k） 河川流域機関の運営 

 

となっている。Balai Besar と Balai での組織規模の違い、更に長となる人の格付けの違い（Balai 

Besar では III.b、Balai では III.a）があることから、Bali Besar は規模の大きな河川あるいは重要

度の高い河川流域としての位置づけになっていると思われる。 

本プロジェクトとの関連で重要な事項として、Law No.12 の第 49 条、Law No.13 では第 15 条

に、「各組織長はガイドライン等に従い、忠実である」ことが義務付けられている。 

BLU の制度に関して 

RBO の水資源管理による料金徴収の手法として、「イ」国の法制度に定められた公共サービ

ス機関（BLU）の枠組がある。 

この BLU に関する法令として以下を入手した。公共サービスに対して利用者から料金を徴収

し、組織運営に供することが可能となる。RBO においては水供給や発電使用水等に対する課金

が考えられている。 

 

Law No.1 には第 7 章 68 条、69 条に公共サービス機関（BLU）の責務事項の規定があり、詳

細は省令に委ねることが述べられている。 

Law No.17 の第 6 章 24 条、25 条には政府と国営企業、地方政府企業、私企業等との財務的な

関連についての全般的な規定がある。 

（2）関係省庁の役割、調整機能及び中央、地方の役割分担 

関係省庁の役割 

本プロジェクトは「イ」国公共事業省調査開発庁の要請に基づいており、要請書の記述によ

Title Code Concept 

Peraturan Menteri 

Keuangan RI 

(DEPARTEMEN 

KEUNAGAN RI) 

（ｲﾝﾄﾞﾝｼｱ財務大臣令： 

 インドネシア財務省） 

 

- Nomor 07/PMK.02/2006 Persyaratan Administratif 

Penetapan PK BLU 

-Nomor 08/PMK.02/2006 Pengadaan Barang/Jasa BLU 

-Nomor 09/PKM.02/2006 Dewan Pengawas BLU 

-Nomor 10/PMK.02/2006 Remuerasi BLU 

-Nomor 66/PMK.02/2006 RBA dan DIPA BLU 

BLU 関連省令 

PERATURAN 

PEMERINTAH 

REPUBLIK INDONESIA 

NOMOR 23 TAHUN 2005 

TENTANG PENGELOLAAN KEUANGAN BADAN 

LAYANAN UMUM 

BLU 関連法令 

LAW OF THE REPUBLIC 

OF INDONESIA 

NUMBER 1 YEAR 2004 CONCERNIGN STATE 

TREASURY 

BLU 関連法令 

LAW OF THE REPUBLIC 

OF INDONESIA 

NUMBER 17 YEAR 2004 CONCERNIGN STATE 

TREASURY 

BLU 関連法令 
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ると、実施機関は、公共事業省水資源総局水資源管理局および公共事業省調査開発庁水資源研

究センターとなっている。水資源総局（DGWR）は公共事業省の大臣から河川管理の実施を委

任されている。その下部にある水資源管理局が実質的に水資源管理を行う。 

1）水資源管理局（DWRM） 

水資源管理局には 5 つの部があり、その内訳はア）河川、湖、貯水池の維持管理、イ）灌漑

施設の維持管理、ウ）住民の能力強化、エ）組織管理となっている。水資源管理局の役割は以

下の 7 つから成る。 

① 水資源施設、水文システムに関する政策、戦略、計画、及び O&M のガイダンス策定 

② 州政府、地方/市における水資源施設、水文システムの O&M 実施のためのガイダンスなら

びに技術的支援 

③ 水資源施設と水文システムの実施可能な運用の監視と評価のためのガイダンス 

④ 水資源管理のための規範、標準、ガイドライン、マニュアルの準備 

⑤ 水資源開発と管理と協調した技術的勧告の準備 

⑥ 水資源管理に関わる機関/組織の能力強化 

⑦ 水資源管理に関わる住民の能力向上 

 

DWRM の 2006 年度の予算は約 3.3billion ルピアであり、以下の事業に充てられている。 

－河川、湖、貯水池の O&M 

－灌漑システムの O&M 

－沼、海岸の O&M 

－組織開発 

－住民の能力向上 

 

2）水資源研究センター（RCWR） 

調査開発庁の下部にある水資源研究センターは、水資源に関する研究開発を実施する。RCWR

の役割は以下のとおり。 

① 水資源に関する研究、開発の計画、実施、評価、レビュー等の実施 

② 水資源に関する技術適用の研究、実験 

③ 水資源に関するデータ、情報の収集、解析と管理 

④ 水資源に関する試験と技術的助言 

⑤ 水資源開発と管理における標準化 

⑥ 水資源開発と管理における人的資源の能力開発 

⑦ 水資源開発と管理における研究開発結果の普及と社会化 

⑧ 水資源のための研究開発管理における協力と公共サービスの展開 

 

RCWR の 2006 年度の予算は約 79.5billion ルピアであり、以下の事業に振り分けられている。 

－通常のルーチンワーク ：22.5 billion ルピア 
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－開発費  ：57.0 billion ルピア 

 

人員は 530 名であり、組織を図- 1 に示す。 

3）河川研究センター（RCR） 

河川研究センター（RCR）は RCWR の下にあるひとつのセンターでありその役割は、以下の

とおりである。 

① 河川に関わる実験、測量（計測）、技術助言及び研究開発の実施 

② 河川施設に関わる計画、設計および測量（計測）、研究実験、調査、模型実験、数値実験を

含む多くの業務を通じた研究開発支援 

 

2006 年度の予算は約 4.8 billion ルピアであり、総人員は 65 名である。RCR の組織を図- 2 に

示す。 

調整機能及び中央、地方の役割分担 

水資源法 Law No.7/2004、第 14 条～第 17 条に水資源に関する中央政府、州政府、地方政府/

市の間の役割分担についての規定がなされている。 

中項目として、1. 規定、2. 開発、3. 建設/管理、4. 監理とコントロールから成る。本プロジ

ェクトとの関連でこれらは以下のように役割が分担されている。灌漑システムについては灌漑

面積による明瞭な役割分担が規定されているが、洪水防御については概念的な表現になってい

る。 

中央政府 州政府 地方政府/市 

複数の州に跨る流域、国際河

川、国家戦略河川の流域が対象 

複数の地方政府/市の河川流域

を跨る流域が対象 

地方政府/市内の河川流域が対

象 

規範、標準、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ、マニュ

アルの策定 

－ － 

国家的規模の洪水防御 州規模の洪水防御 地方/市規模の洪水防御 

複数の州に跨る流域、国際河

川、国家戦略河川の流域の 1

次、2 次灌漑水路の建設/改良 

複数の地方政府/市の河川流域

を跨る流域の 1 次、2 次灌漑水

路の建設/改良 

地方政府/市内の河川流域の 1

次、2 次灌漑水路の建設/改良 

3,000ha 以上の面積を持つ灌漑

域の 1 次、２次灌漑ｼｽﾃﾑの運

用、維持、改良 

1,000ha 以上、3,000ha 未満の面

積を持つ灌漑域の 1 次、２次灌

漑ｼｽﾃﾑの運用、維持、改良 

1,000ha 以下の面積を持つ灌漑

域の 1 次、２次灌漑ｼｽﾃﾑの運

用、維持、改良 

 

尚、同法、第 19 条には、上記で規定された責務が該当組織で実施できない場合には、その上

位組織が実施しなければならない旨の規定がなされている。 
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（3）関係機関（RBOs 及び PJT I&II）の現況 

現地調査を通じて、代表的な RBO と PJT I 及び PJT II を訪問して、質問票をもとに調査を行

った。代表となる RBO として「イ」国側との相談の上 PJT I、 PJT II との関連の深い大規模 RBO

のブランタス RBO、チタルム RBO、更に中規模 RBO としてプマリ－ジュアナ RBO（スマラン）、

セラユ－オパ RBO（ジョクジャカルタ）、そして、普通規模としてバリ－プニダ RBO（バリ島）

を調査した。この内、バリ－プニダ RBO 以外は Balai Besar である。これらの機関からの回答を

基に整理した現況を以下に示す。 

1）ブランタス RBO 

役割 

・ ブランタス流域における水資源開発と保存 

 

関係機関との役割分担 

・ 洪水防御に関して、ブランタス川のみについて行う。さらに、地方政府で実施していない地

域の河川について行う。  

・ 水配分については、ブランタス RBO はまだ実施していない。実施は PJT I が行っている。 

・ 環境保全はブランタス RBO の役割のひとつである。 

 

権限 

・ 水資源施設の建設、管理、運営、維持の実施 

 

業務範囲 

・ 計画、建設、O&M 

 

予算 

・ 2007 年度の予算は約 525.5 billion Rp.（内運営費は 15.0 billion Rp.） 

 

人員構成 

・ 政府職員が 635 名、非政府職員が 610 名 

 政府職人の年齢構成と学歴は下図のようである。 
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2）チタルム RBO 

役割 

・ 水文システムの開発と運営を含む流域での水資源保全、利用、水災害ポテンシャル管理の側

面での計画、建設、運用、維持からなる水資源管理の実施 

 

関係機関との役割分担 

・ RBO は洪水防御、水配分、環境保全に関するプログラム策定と実施調整を行う。そして、そ

のプログラムの運用を行う。 

 

権限 

・ 組織強化と IWRM プログラムの実施 

・ 説明可能及び持続可能な方法での流域水資源の利用、開発 

・ 環境保護と保全 

・ 環境保全に関する水資源ポテンシャルの管理 

・ 水資源管理における流域コミュニティの強化 

・ 水資源データ、情報システムの開発、設置 

 

業務範囲 

・ 戦略計画と流域の総合的マスタープランの策定：流域の水環境保全の計画と実施／流域の保

全、開発、利用、水災害ポテンシャル管理を含む水資源管理の実施／河川流域からの水汲み

上げのための技術的助言／水文システムの設置と管理／水資源データと情報システムの開発

と設置／流域レベルの水資源管理委員会 SKPTA の運営とチタルム流域の水資源管理の運営

のための組織 PPTPA の運営／水資源管理における流域コミュニティの能力強化／毎年の国

家予算書（DIPA）とガイドラインに基づく定型業務と運用 

 

予算 

・ 約 248.2 billion Rp.（内 O&M は約 10.5 billion Rp.） 

 

人員構成 

・ 職員数は 338 名 

 学歴と技術者、非技術者等の分布は下図の通り。 
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3）プマリ－ジュアナ RBO（スマラン） 

役割 

・ 計画、建設、運用と維持、水資源開発と利用、水災害の軽減を含む流域における水資源管理

の実施 

 

関係機関との役割分担 

・ 水資源管理フレームワークの策定について、州を跨る河川に対して水資源法（Law No.7/2004）

第 14 条ｂの規定に従った手順を準備している。また、水資源管理についての中央政府、州政

府、地方自治体間の指令、相談、ガイダンスの流れを整理している。 

 

予算 

・ 2007 年度の予算は約 223.1 billion Rp.（内、管理費等が約 8.8 billion Rp.） 

 

組織・人員構成 

 組織を次図に示す。 
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 人員の年齢構成及び学歴は下図のようになる。 
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Distribution of Age in BBWS Pemali-Juana
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4）セラユ－オパ RBO（ジョクジャカルタ） 

役割 

・ 流域の水資源管理のための計画と実施 

 

関係機関との役割分担 

・ 水資源法 Law No.7/2004 にはっきりと灌漑システムについては機関間の分掌が規定されてい

るが、洪水防御については、現在検討中である。 

 

業務範囲 

・ 省令 No.2/PRT/M/2006 に規定された義務の実施 

 

予算 

・ 2007 年度の予算は約 297.3 billion Rp.（内、O&M 予算は約 11.9 billion Rp.） 

 

人員構成 

 人員及び学歴構成を下図に示す。 
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5）バリ－プニダ RBO（バリ島） 

役割 

・ 水資源保全、効率的な水資源利用、水災害の制御における技術的実施者として、水資源総局

に責任を持つ。（公共事業省令 No.13/PRT/M/2006 Chapter 1, Article 1） 

 

関係機関との役割り分担 

・ 洪水防御、水配分、保全について、夫々、RBO、州バライ、Satkorlak、BP-SDA、PDAM（水

道企業）、スバックの間での役割分担をしている。 

 

権限 

・ 設計、建設、運用、維持、水資源保全及び有効利用、水災害防御能力を含む水資源管理（公

共事業省令 No.13/PRT/M/2006 Chapter 1, Article 2） 

 

業務範囲 

・ 流域の水資源の計画と設計 / 流域の水資源保全域の設計と管理の実施 / 流域の水資源管理 

/ 流域水資源の効率的な配分の許可のための技術的な助言 / 水文ｼｽﾃﾑ管理 / 水資源ﾃﾞｰﾀと

情報整理 / 流域の水資源管理調整の進行活動 / 水資源管理における人的効率化 / RBO の管

理業務（公共事業省令 No.13/PRT/M/2006, Chapter 1, Article 3） 

 

予算 

・ 2004 年度：46.3 billion Rp., 2005 年度：208.0 billion Rp., 2006 年度：199.0 billion Rp. 

 

組織・人員構成 

 組織は下図のようである。 

 

 

 バリ－プニダ RBO の年齢構成は下図のようである。 
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Distribution of Age in BWS Bali-Penida
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6）PJT I 

役割 

・ 流域内の主要な河川（ブランタス流域の 40 河川およびソロ川流域の 25 河川）の水配分、水

質、洪水防御、河川環境、水資源管理の運営 

 

関係機関との役割分担 

・ 洪水防御：地方政府が責任を持つが、PJT I は洪水防御施設の O&M と洪水予警報システムに

責任を持つ。 

・ 水配分：ブランタス川流域の水配分は地域水配分委員会（PTPA）での議論・合意に基づく。

そこでは、水資源に関わる全ての事項（計画、実施、監理、制御）が決定される。メンバー

は水資源に関わる機関と PJT I を含む水利用会社であり、灌漑や農業のような水利用者は関

連する地方政府が代表する。農民協会や工業協会を含むすべての利害関係者の参加について

検討中である。 

・ 環境保全：特に水質汚染についての最終責任は州知事であるが、分権化により下位の組織に

責任委譲がなされている。PJT I は水質監視、データ収集、報告の責任を持つ。流域レベルで

は農業省がノンポイント汚染について関与するが、規定では環境省に属する。 

 

権限 

・ 公共事業省令 No. 56/PRT/1991, Article 6 に基づく以下の事項：a. 水資源施設の運用・維持、

b. 水供給サービス、c. 水資源保全、開発、利用を含む河川流域管理、d. 水資源施設の改修 

 

業務範囲 

・ 州の水資源管理委員会のための水配分と渇水時水配分、承認された計画と水利権に基づく河

川水の配分の準備（Panitia Tata Pengaturan Air – PTPA）、 

・ 洪水制御と洪水予警報の計画と運用、 

・ 関連機関との連携の中での流域管理業務の実施、 

・ 水利権のための技術的助言、 

・ 水質監視、排水のための技術的助言、河川浄化計画への参加、 

・ 水資源施設の運用と維持に関しての以下に関わる開発と計画の実施 

a. 施設の全般的な維持とマイナーな改修工事、 
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b. 貯水池と河川水路の堆砂除去、 

c. 河川における砂利採取と鉱物採取の監視、 

d. 土地利用計画の策定（特に貯水池と河川通路の緑化帯）、 

e. 河川通路の利用のための技術的助言とその監視 

 

予算 

・ 2004～2006 年度の収入と支出は表- 1 に示される。 

 

人員構成 

 正規職員数は 324 名、臨時職員（Max.3 年）が 52 名、臨時職員（Max.5 年）が 123 名で合計

499 名の職員を有する。また、職員の年齢分布および学歴を下図に示す。 

Distribution of Age in PJT I
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表- 1 Balance of Revenue and Cost of PJT I in 2004 – 2006           (in million Rp) 
Item 2004 2005 2006 

I. BUSINESS ACTIVITY   
A. INCOME 59,148 74,223 90,210

1. WATER SERVICE SECTOR 48,481 59,926 73,128
a. Electricity (PLN) 26,071 31,245 40,265
b. Domestic Water Supply (PDAM) 10,899 12,746 15,629
c. Industries (Industrial Companies) 11,512 15,935 17,234

2. NON WATER SERVICE SECTOR 10,667 14,297 17,082
a. Tourism 2,026 2,848 3,892
b. Equipment 4,081 4,718 3,892
c. Construction 3,658 5,764 7,959
d. Consultancy and Other Services 902 968 1,339

B. EXPENSE 53,513 64,275 81,232
1. WATER SERVICE SECTOR 48,678 56,659 70,927

a. O & M 25,804 33,694 44,162
b. Watershed Management 975 1,006 1,248
c. Depreciation 3,285 3,248 3,248
d. Employee Expenses  11,747 11,233 13,626
e. Production Services 1,415 1,580 1,870
f. Duty Trip Expenses 1,765 1,884 2,235
g. Miscellanious 2,398 2,655 3,100
h. Marketing Expenses 967 1,059 1,079
i. R & D 322 300 358

2. NON WATER SERVICE SECTOR 4,835 7,616 10,305
a. Non-Water Services Expenses 4,624 7,382 9,892
b. Depreciation 211 234 413

C. PROFIT / LOSS  5,635 9,948 8,977
1. Water Service Sector (197) 3,267 2,200
2. Non Water Service Sector 5,832 6,681 6,777

II. OTHER PJT I ACTIVITY   
A. OTHER PJT I INCOME 889 2,638 3,544

1. Government Subsidy - 1,718 1,953
2. Bank Interest / Giro 562 604 1,084
3. Others 327 316 507

B. OTHER PJT I EXPENSE 292 2,668 3,751
1. Government Subsidy - 1,718 1,953
2. Auditing KAP Expenses 89 97 
3. Bank Administration Expenses, etc. 203 853 

1,798

C. PROFIT / LOSS 598 (30) (207)
III. PROFIT/ LOSS BEFORE GOVERNMENT ASSIGNATION 6,233 9,918 8,770
IV. PUBLIC SERVICE OBLIGATION   
A. INCOME 1,821 - 3,974

1. Government Subsidy 1,821 - -
2. Government Loan - - 3,974

B. EXPENSE 1,970 2,297 3,974
1. Using PJT I Budget 1,970 2,297 
2. Using Government Budget - - 3,974

C. PROFIT / LOSS  (149) (2,297) 0
V. PROFIT / LOSS BEFORE TAX 6,084 7,621 8,770
VI. INCOME (PROFIT) TAX   

1. Paid Tax 2,045 2,530 2,790
2. Unpaid Tax (232) (379) (202)
 1,813 2,151 2,588

VII. NET PROFIT (PROFIT AFTER TAX) 4,271 5,469 6,182
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7）PJT II 

役割 

・ PJT II の設立について政令 No. 94 of 1999 があり、水資源管理に関しては Law of The Republic 

of Indonesia  no. 7 0f 2004  corcerning がある。水質管理と汚濁制御については政令 No. 82 of 

2001 に記載されている。 

 

関係機関との役割分担 

・ 公式には未定であるが、非公式には、機関間の同意によっている。PJT II と RBO の場合は、

PJT II が運用、維持、マイナーな改修と保全を実施し、RBO は大規模改修と新規建設プロジ

ェクト（測量、調査、設計を含む）を行う。 

 

権限 

・ 全住民に必要・十分な住民利用の水と良質の水資源の運用、 

・ 情報、勧告、相談、ガイダンスを含む流域水源の管理、 

・ 水資源、水源と電力における国家開発計画への参加による国家経済の発展 

 

業務範囲 

・ 水資源施設と水力発電所の開発と維持、  

・ 水資源と水力発電所の利用、  

・ チタルム川流域の水資源の管理、開発および利用といった流域管理、  

・ 水資源施設と水力発電所の改修 

 

収入と支出 

・ 2004～2006 年の収入と支出と O&M の費用を下表に示す。 

Year Income (Rp) Management Cost (Rp) O&M Cost (Rp) 

2004 163,398,834,149 120,650,857,320 24,887,548,144 

2005 198,509,721,548 139,036,351,999 26,658,580,667 

2006 219,038,838,111 146,251,110,900 35,659,194,056 

 

人員構成 

 年齢構成と学歴の分布を下図に示す。 

Distribution of Age in PJT II
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8）RBOs, PJT I&II の年齢構成について 

全般に RBO（Balai 及び Balai Besar）は若年層の人員不足に問題を抱えていることが明瞭に現

れている。RBO 職員の年齢構成の高齢化が顕著になっている。1980 年代からの政府によるゼロ

グロース政策の浸透により、新卒職員の採用が控えられた影響がでていると考えられる。大半

の RBO はこれらの政府職員とは別に、政府職員の数の約 80％～90％の数の臨時職員を雇用し

ている。一方、PJT I 及び PJT II ではこれまで O&M で培われた実績があり、組織としての収入

も確保しており、20 代～30 代の年齢層の職員が雇用されていることが判る。 

9）BLU の導入に関して 

Pemali-Juana と Seraryu-Opak RBO は、2007 年の BLU（Public Service Unit）モデル事業の対象

RBO として、水資源管理における料金徴収の具体化として PDAM（水道公社）への原水供給に

対する課金等が検討されており、RBO の収支改善の方向として注目される。 

（4）プロジェクト実施体制に関わる制度上の課題と関係機関間の調整メカニズム 

1）プロジェクト実施体制に関わる制度上の課題 

本プロジェクトの「イ」国からの要請書にも記載されている通り、実施機関は調査開発庁お

よび水資源総局であり、実務的にはそれらの下部組織である水資源研究センター（調査開発庁）

と水資源管理局（水資源総局）とが具体的な作業を行うことになる。また、実務的な RBO の教

育、訓練は河川研究センター（水資源研究センターの下部組織）内に設置される水資源管理技

術普及センター（DUWRMT）が行うことで、その建屋の築造がソロの河川研究センターの敷地

内で行われている。 

この普及センターは RBO の能力強化として本プロジェクトの中で重要な位置づけとなるガ

イドライン、マニュアル等を通じた訓練、技術普及の中心となることが期待されている。 

9 月に現地で行った調査開発庁、水資源総局との協議において、DUWRMT はバンドンの水資

源研究センターの直属ユニットとして、事務所をソロの河川研究センター内に構えることが合

意されている。制度的な DUWRMT の設置については 2009 年中頃になる予定となっている。 

2）関係機関間の調整メカニズム 

調査開発庁と水資源総局さらに PJT と本プロジェクトとの関連については、下図のように組

織上の関連が上記の協議の結果、合意されている。調査開発庁と水資源総局とは協力して

DUWRMT を管理することになる。また、PJT I および PJT II についても本プロジェクトの枠内

で協力が得られることが確認されている。 
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従って、本プロジェクトの実施体制上の課題および関係機関間の調整はクリアされていると

考えられる。 

（5）水資源管理に関わる実務的なガイドライン・マニュアルの収集・分析 

「イ」国からの要請書に記載された既存ガイドラインの一覧（表- 2）には 80 のガイドライン

が含まれている。現地調査時にこれらに対応するガイドラインを確認したところ、実際には表- 

3 に示されるように総計 211 のガイドライン類から成ることが判った。この中には現在作成中あ

るいは作成予定のものが含まれている。更に、これらの中で入手可能なガイドラインのコピー

を収集した。これらを整理すると下表のようになる。 

 

概略内容の判明しているガイドライン類を大まかに分類するとその内訳は下表のようになる。 

Norm Standard Guideline Manual 不明 

0.9 % 67.3 % 12.8 % 4.7 % 11.8 % 

 

大半がスタンダードとガイドラインで占められており、ノルムとマニュアルの数が少ない。

数からだけでは判断はできないが、ノルムとマニュアルの整備が必要となる可能性がある。 

また、内容別に分類すると下図のようになる。これらは技術的（調査、設計、測量、測定、

O&M）なものが大半を占め、制度・政策・流域管理全般・普及に関するものは少ない。 

ガイドライン総数 既存ガイドライン総数 作成中 入手ガイドライン 

２１１ (100 %) ２００ (94.8 %) １１ (5.2 %) １４３ (67.8 %) 
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Category of Guidelines

Water Qulity, 103

Survey, 30

O&M, 16

Water Allocation, 19

Hydorology, 11

Plan & Design, 10

Institution, 10

Equipment, 5

Environment, 4

Data Processing, 3

Total 211

 
 

尚、参考までに水資源法 Law No.7/2004 の第 64 条の説明部にガイドラインとマニュアルの定

義が規定されている。そこには、“ガイドラインとは、一般的な参考であり、地域の特性に合

わせて、更に発展させるべきものである。また、マニュアルとは、水資源施設、設備や水門、

洪水用ポンプや流量計などの操作の指示を含むガイドラインである。”となっている。 

これらのガイドラインの概要からガイドラインの概略分類を行うと以下の表に示すようにな

る。 

ほぼカバーされているものを（○）で、今後整備の必要があると考えられるものを（△）で

示した。 

 指針 基準 ガイドライン マニュアル 

計画／設計 △ ○ ○ ○ 

O&M △ △ ○ △ 

水配分 △ △ ○ ○ 

組織 △ △ △ △ 

測量     ○ △ ○ 

水質  ○ ○ △ 

水文  ○ ○ △ 

機材  ○ ○ △ 

データ解析  ○ ○ △ 

環境 △ ○ △ △ 

 

一方、水資源総局から JICA’s NARBO の Work Plan を入手しており、その中にガイドライン

の整備案が示されている。整備案によると未整備のガイドラインの領域の項目が下表左端欄の

ようになっている。 
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 指針 基準 ガイドライン マニュアル 

水資源計画 △ △ △  

流域管理 △ △ △  

村落能力向上 △ △ △  

品質管理 △ △ △ △ 

地下水管理 △ △ △  

水質管理 △ △ △  

人的資源管理 △ △ △  

組織間調整 △ △ △  

水文観測ネット

ワーク、データ

管理 

△ △ △ △ 

洪水管理 △ △ △  

渇水管理 △ △ △  

財務管理  △ △ △ 

研修管理  △ △ △ 

補償関連技術  △ △  

資器材管理 △ △ △  

 

これらに対して上記と同様に今後カバーする必要があると考えられるものについて（△）印

を記入した。プロジェクト実施時のガイドライン作成に関する重点、範囲の推定の資料となる。 
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表- 2 List of Existing Guidelines 
 
NO PRACTICAL GUIDELINES 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 

Data entry and data management 
Measurement & analysis of rainfall and climate data 
Frequency Analysis for hydrological data 
O&M of Hydrology station 
Calibration and Maintenance of hydrological equipments 
Flows Measurement 
Management of River flows data 
Survey and Analysis of hydrology for river 
Collection and Monitoring Hydrological data 
Work Instructions of H-V Curve 
General Procedure of Calibration 
Procedure of Software Calibration 
Procedure Hydrology Collecting and Monitoring 
Work Instruction of measurement of river velocity & discharge 
Work Instructions of H-Q Curve Preparation 
River flow measurements 
Water Requirement 
Basic Concept of Water Allocation 
Preparation of Priority water use & water license 
Water allocation management 
Preparation of Model of Water Allocation 
Training of Water Allocation 
Preparation for Reservoir operation & Water Allocation 
Planning & Implementation for Controlling Daily water Allocation 
Technical Recommendation for Water Use 
Preparing Reservoir Operation & Water Allocation pattern 
Daily Water Allocation planning, implementation and controlling 
Procedure of Reservoir Daily Operation 
Water Volume Measurement Device Monitoring 
Operation of  WR Infrastructure 
Basic Water Quality Management 
Method of sampling water & Its management 
Water Quality parameters 
Training of Water Quality 
Monitoring of Water Quality Analysis 
Analysis of Water Quality 
Water Quality Monitoring & Action for Pollution 
Water Pollution Control 
Technical Recommendation on Waste Water Discharge 
Water Quality inspection 
Monitoring of waste water  
Program  of River Maintenance 
River Maintenance Planning 
Inventory of river data and river infrastructures 
Engineering of River Environments 
River Morphology  
O&M of River & River Infrastructures 
Training of O&M River 
O&M of River & River Infrastructures Cost 
Survey and Analysis of hydraulic for river 
Geological Survey 
Survey and Analysis for Soil Mechanic 
Survey and Analysis for Sediment 
Analysis of river structures 
Survey and Analysis of Dam Monitoring 
Planning & Implementation of Maintenance of WR Infrastructures 
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57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 

Design for Maintenance of WR Infrastuctures 
Calibration of Equipments 
Survey, Monitoring & Evaluation of Dam safety Analysis 
Survey and Monitoring Reservoir Sedimentation 
Recommendation of River Corridor 
Monitoring of the Dam Instrumentation 
SOP of Flood Control 
Flood Early-warning System 
Planning for Flood Control 
Identification for Flood Routing 
Flood control for Sutami-Lahor Dam 
Preparing Flood Alert Manual 
Flood Control Realization Planning 
General Procedure of Flood Control 
Job Description of Provincial RBO 
Guideline of WR Institution for Provincial RBO 
Provincial & Basin WR Coordination Body 
Training of Institution of WR 
Public Participation on O&M of River 
Survey and Analysis of Ground Water 
Terrestrial Mapping for River 
Recommendation on Sand Mining 
Preparation of Corporate Work Plan and Operational 
Recommendation of Water Utilizing Permit 
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表
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（6）水資源開発／管理に関わる関係ドナーの協力方針と現在の状況 

水資源開発／管理に関わる関係ドナーとして、2.2 節で述べるアジア開発銀行によるチタルム

川流域の総合水資源管理投資プログラムがある。同投資プログラムはチタルム川流域の統合水

資源管理の実施のためのロードマップに基づき資金投資を行うものである。「イ」国政府からア

ジア開発銀行に対して事業実施を要請しており、2007 年～2015 年にかけての 15 年間の計画で

総事業費 3.3 billion US$である。この内、0.5 billion US$を用いてアジア開発銀行が支援する技術

協力事業が現在準備されており、パイロットプロジェクトとして 6Cs（Citarum, Ciliwung-Cisadane, 

and Ciujung-Cidanua-Cidurian）の流域を管理する３つの Balai Besar に対する IWRM のための能

力向上ならびにこれらの流域の戦略的開発計画（Pola）の策定を 1～1.5 年間行う予定である。

2007 年 9 月署名、準備に続いて 2008 年に初頭にスタートする予定となっている。 

この内容は本プロジェクトで実施する内容と類似しており、連携を取っていく必要がある。 

（7）プロジェクト実施拠点の施設・資機材の現況 

プロジェクト実施拠点はバンドンの水資源研究所とソロの河川研究センター内に設置される

DUWRMT となる。 

この内、ソロの DUWRMT については現在、建物が建設中で、今年（2007 年）に完成すると

の情報を得ている。同敷地内には、河川研究センター、ソロ川流域 RBO、PJT I ソロ支社が近接

して位置している。DUWRMT は河川研究センターの一角に位置する。（図- 3（１）の②付近） 

施設は、2 階建てで、それぞれの階の部屋の配置は図- 3（２）～図- 3（３）のように計画さ

れている。外観は図- 3（４）～図- 3（５）のように示される。 

床面積は各階とも 387m2あり、1、2 階の合計で 774m2 となる。資機材の設置計画についての

現地でのヒアリングの結果は、下表のようになる。 

NO LOCATION EQUIPMENT AMOUNT 

1 Meeting Room LCD Project and Screen 1 unit 

  Desk 4 unit 

  Chair 15 unit 

  White Board 1 unit 

  Air Conditioner 1 unit 

2 Office Desk 15 unit 

  Chair 15 unit 

  Cupboard 4 unit 

  Filling Cabinet 4 unit 

  White Board 1 unit 

  Air Conditioner 3 unit 
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（8）現地リソースで実施可能なコンポーネントの検討 

本プロジェクトの主要業務である 1)RBO 職員の教育・訓練、2)RBO 職員のためのガイドラ

イン類の整備、3)RBO による関係機関へのコンサルテーション実施能力強化支援、の中で、現

地でのリソースが利用できる具体的な項目として以下が考えられる。 

・ 教育・訓練の講師、インストラクターの利用 

・ 現地の他機関（例えば、大学、PJT,等）の研修セミナーの利用 

・ ガイドライン等の策定を現地の他機関に依頼する。 

 

一方、公共事業省の水資源総局、調査開発庁で従来扱ってこなかった事項（例えば、BLU の

適用、農業省、環境省等の他機関所掌業務）についての教育・訓練、ガイドライン等の策定に

ついては、現地他機関のノウハウを利用する必要が出てくる。 

また、公共事業省の一般的な定年が 55 歳であることから、多くの経験を持つ OB の活用もリ

ソースとなる。 

これら整理すると下表のようになる。 

項目 具体作業 対象機関等 

PU 内部での教育・訓練 講師、インストラクター 大学、PU の OB,民間ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

PU 以外での教育・訓練

セミナー 
セミナーへの開催/参加 

大学、他省、PJT、民間ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等に

よる研修セミナー 

ガイドライン類の整備 ガイドラインの改訂、作成 PU の OB,他省の OB,大学、PJT 等 

 

調査単価 

 セミナー講師の単価については、現地でのヒアリング、ホームページを参考にすると以下の

ようになる。 

 

 セミナー講師料： 

  大学、コンサルタント、PU 等の OB の場合で RP.1.0～3.0 mil.（2 時間の講義） 

  インドネシア大学のホームページでは Rp.3.5～5.0 mil./ hour 

  

 である。 
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2.2 ADB によるチタルム川流域統合水資源管理投資プログラム 

（1）投資計画 

アジア開発銀行（ADB）は、Multitranche Finance Facility（MFF）と呼ばれる複数セクターに

跨る中長期の融資により、チタルム川流域統合水資源管理投資プログラムを実施しており、チ

タルム川流域の統合水資源管理の実施に必要な水と土地の管理に関係するセクター間にまたが

る事業への資金供給を行っている。このセクター間の事業は予備的な技術協力によって策定さ

れた同流域におけるロードマップを基にしている。ロードマップによると、2021 年までの期間

において、キーとなる地域で以下に示される要素プロジェクトを実施し、その事業費の総額は

3.3 billion US $となっている。 

水資源開発及び管理 西タルム水路の修復 

 バンドンでの水供給選択肢、地下水管理の改善 

 バンドン及び流域変更による水利用に対する水源の改善 

 東タルム水路改良のためのシステムサービス 

 北タルム水路改良のためのシステムサービス 

 灌漑水源の改善（チプネガラ川上流） 

 チサンクイ灌漑改良 

 チュルック流れ込み式水力発電所 

 チラタダム嵩上げ 

 ブカシとカラワンの原水供給選択肢の開発および実施 

水配分 表流水水利用者のための水利権と許可制度の展開と実施 

 キーとなる下位流域の優先度の設定と運営ルールの見直し 

環境保護 稲作強化システムの振興 

 流域の河川水質改善戦略と実施計画の展開と実施 

 サグリン、チラタ、ジャティルフル貯水池の水質改善 

地域社会強化 水供給と衛生の改良のための地域社会および NGO の指導支援 

 水資源政策、開発、計画、管理における改善された参加を目指した

流域内の地域社会の能力強化のための情報、教育、啓蒙戦略の展開

と実施 

 

更に、ローン資金によるプロジェクトの補完のための以下のようなグラント資金による技術

協力プロジェクトがある。 

GEF（Global Environmental 

Facility）による資金 

荒廃した流域の再植林 

 生物多様性のための保護地域管理 

ADB グラント資金 6C’s 流域における統合水資源管理のための制度的な支援 

 将来の融資のためのプロジェクト準備 
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（2）事業計画の対象地域 

対象地域は西ジャワ州に位置する 13,000km2 の地域で以下の流域からなる： 

i) 対象域の中央に位置する 6,600km2 の面積を持つチタルム川流域 

ii) チタルム川水系と東タルム水路により連結された 4,400 km2 の小さな流域群 

iii) チカラン川流域とブカシ川流域で、チタルム川水系と西タルム水路により連結され、

2,000 km2 の面積を持つ。 

 

これらの流域は下図に示される。 

 
 

（3）ジャカルタ ADB でのヒアリング結果 

本事業は「イ」国政府が ADB に要請してきたものであり、2007 年～2021 年の 15 年間の計画

で、事業費 3.3 billion US$のうち 0.5 billion US$を ADB がサポートする計画である。事業内容は

ジャカルタ首都圏（JOBODETABEK）の西部水路の水供給、チタルム川の水質悪化対策、森林

管理対策等を含み、多機関、多項目に亘る。調整に 1 年を費やした。3 日前に署名（9 月 4 日現

在）した。森林、衛生 等、他ドナーとの協調が次の作業となる。ADB の技術協力はパイロッ

トプロジェクトとして、6Cs（Citarum, Ciliwung-Cisadane, and Ciujung-Cidanua-Cidurian）の流域

を管理する 3 つの Balai Besar に対する統合的水資源管理（IWRM）のための能力向上ならびに

これらの流域の戦略的開発計画（Pola）の策定を 1～1.5 年間行う。2007 年 9 月署名、準備に続

いて 2008 年に初頭にスタートする予定となっている。
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第3章 プロジェクト実施に向けての準備 

3.1 パイプライン専門家の TOR（案） 

第 1 次事前評価調査の実施の過程で、本プロジェクトの円滑な遂行のために、パイプライン専門家

の派遣が検討された。以下にパイプライン専門家の TOR 案を示す。 

（1）概要 

標記プロジェクトの第 1 次事前評価調査団による現地調査の結果を踏まえ、プロジェクト立

ち上げを円滑に実施するために、プロジェクト開始前に日本国政府（JICA）から、「イ」国政府

（C/P 機関）へ、プロジェクト立ち上げ支援を行う専門家（パイプライン専門家）を派遣する。

パイプライン専門家は、C/P 機関と JICA との間の調整を図りながら、プロジェクトのフレーム

と内容を明確にし、プロジェクトの初期運営を円滑に実施することを支援する業務を担う。 

なお、パイプライン専門家の業務は、第 1 次事前評価調査時に「イ」国側へ依頼した準備状

況についてもその進捗を考慮するものとし、その派遣時期は、10 月末に「イ」国側から「別添

１」の項目について報告される内容を受けて、出来るだけ早い時期の実施するものとする。 

本プロジェクトの主な活動内容は、以下の４項目である。 

１）中央政府下の RBO 職員研修システムの立ち上げ及び研修 

２）水資源管理に関する RBO のためのガイドラインの作成 

３）RBO による水資源管理に関するコンサルティングシステムの設置 

４）パイロット RBO による諸機能の効果確認 

 

これらを通じて、RBO の実践的水資源管理能力向上のための仕組みを作る。 

「イ」側は、本プロジェクトの円滑な実施にむけて、公共事業省調査開発庁水資源研究セン

ター職員、公共事業省水資源総局水資源管理局職員、公共事業省河川・湖沼・ダム局職員、PJT 

I＆PJT II、その他（大学教官など）を構成員とするワーキンググループ（プロジェクト準備室）

を設置し、別添に示される準備作業を実施することになっている。 

（2）パイプライン専門家の業務内容 

パイプライン専門家は、JICA 担当部署の指示に従い、以下の活動を行う。 

１）ワーキンググループの活動状況の把握並びに支援 

２）RBO の現況確認 

３）RBO 運営に必要なガイドライン等の整備 

ア．既存のガイドラインの整理 

事前調査で収集したガイドラインに加えて未収集のガイドラインの収集・概要を整理

する。 

イ．優先度の高いガイドラインの翻訳 

４）DUWRMT 準備タスクの立上げ 

ア．水資源総局、研究開発局等の関係部門の課長レベル以上によるタスクフォースの設置 
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イ．DUWRMT 設置までの準備項目とそのタイムテーブルの作成 

ウ．既存ガイドライン等の分析、プロジェクト期間における人材育成の対象、研修項目の

検討 

 

（3）現地派遣期間 

本プロジェクトを出来るだけ早期に実施するために、パイプライン専門家の派遣もその準備

作業を行うために出来るだけ早い時期に実施する。派遣期間は 12 月から 3.5 ヶ月とする。 

工程表を表- 4 に示す。 

表- 4 パイプライン専門家の工程案 
2007 年 2008 年 

業務項目 
12 月 1 月 2 月 3 月 

１．ワーキンググループの活動状況把握・支援         

２．RBO の現況確認（現地調査を含む）         

３．RBO 運営に必要なガイドライン等の整備         

３．１ 既存ガイドライン等の整理         

３．２ 優先度の高いガイドライン等の翻訳         

４．D.U.準備タスクの立ち上げ         

４．１ タスクフォースの設置支援         

４．２ DU 設置のための準備、工程の作成         

４．３ 既存ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等の分析、人材育成の 

対象、研修項目の検討 
        

         

パイプライン専門家派遣         

 

3.2 PDM（案）、PO（案）、事前評価表（案） 

本プロジェクトの PDM（案）を表- 5、PO（案）を表- 6、事前評価表（案）を表- 7 に示す。 

3.3 プロジェクト実施に必要な資機材リスト（案） 

プロジェクト実施において、資機材を利用する業務としては、主に DUWRMT における研修、訓

練となる。これらの作業において必要と考えられる資機材としては、以下のように大きく２つの項目

について調査した。 

１）インドネシア側で準備する予定の資機材 

２）１）に加えて本プロジェクトで必要となる資機材 

 

ソロ市の河川研究センターの敷地内に建設中の DUWRMT の建物の中に装備される資機材の現地

調査時におけるヒアリングの結果を考慮して、プロジェクトに必要な資機材案は以下のようになる。 
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No 使用場所 資機材名 数量 

１ 現場（訓練、調査用） ４輪駆動車 １台 

２ DUWRMT コピー機 ２台 

  Fax 機 １台 

 

これらの機材の価格は下表のようになる。 

機材名 価格 仕様、銘柄 

Rp.319,500,000.0 TOYOTA Fortuner 2.7L,免税 4 輪駆動車 

Rp.275,000,000.0 Ford 2.5L, TDCI MT, 免税 

コピー機 Rp.70,000,000.0 

Rp.270,000.0 

FUJI Xerox, DCII3005DC 

維持費 3000 枚まで 

Fax 機 Rp.2,700,000.0 

Rp.300,000.0 

Panasonic KX-FL512 

ﾄﾅｰ Panasonic KX-FA83F 

 

いずれも、ジャカルタで購入可能である。
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表- 7 事業事前評価表（案）（第 1 次事前評価調査時） 
 対象事業名 

案件名：インドネシア国河川流域機関管理能力向上プロジェクト 

対象国：インドネシア 

プロジェクト実施予定機関：2008 年～2011 年（3 年間） 

１．プロジェクト要請の背景 

インドネシア国（以下「イ」国）における近年の水需要増加に対する水資源開発の遅れにより、

農村、都市での水不足、更に洪水対策、水質悪化等の河川流域内の問題に総合的に対処する必要性

が高まっている。このため、「イ」国は 2004 年に水資源法を制定し、水資源のあり方を規定し、2006

年に全国の河川流域の中での 67 河川を公共事業省が直轄管理し、30 の河川流域機関（RBO）を設

立し、2007 年から運営が始まっている。その他の流域については各州自体が管轄する約 50 の RBO

が設立される予定となっている。 

「イ」国公共事業省は、RBO の組織強化のため水資源総局水資源管理局（DWRM）及び調査開発

局水資源研究センター（RCWR）の協力により水資源管理・技術普及センター（DUWRMT）を設立

する計画があり、その立上げ作業について我が国に技術協力を要請した。 

２．相手国実施機関 

公共事業省 研究開発庁/水資源総局 

３．プロジェクトの概要および達成目標 

（１）達成目標 

１）上位目標（協力終了後に達成が期待できる目標） 

[目標] 

・流域レベルでの統合的水資源管理（IWRM）の実施に関わる RBO の能力強化が行われる 

[指標] 

・RBO の事業実施達成率 

２）プロジェクト目標（プロジェクト終了時の達成目標） 

[目標] 

・現実的な水資源管理と技術の普及と RBO の能力向上を担う実施組織（DUWRMT）の設立 

・DUWRMT を支援する RCWR 及び DWRM の強化 

RCWR：河川研究センターによる教材等の開発 

DWRM：水資源管理の指導 

[指標] 

・DUWRMT の設立事業計画の進捗率 

・RCWR による作成教材の数 

・DWRM の指導回数 

（２）成果と主な活動 

１）DUWMRT の設置計画と始動 

・設置計画案の内容 

業務範囲/組織図/Job Description/人事/予算/研修計画/ホームページ/RBO に対するコンサルテ

ーション等/事務機器 
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・始動の範囲案 

ガイドラインの普及/RBO に対する試行/パイロット RBO へのコンサルテーション 

２）RCWR の強化計画策定と始動支援 

・強化計画案の内容 

業務範囲/組織図/Job Description/人事/予算 

DUWRMT 支援計画 

３）DWRM の強化計画策定と始動支援 

・強化計画案の内容 

業務範囲/組織図/Job Description/人事/予算 

DRWRMT 支援計画 

４）RBO の実践的水資源管理に関わるガイドラインの整備支援 

・ガイドラインの項目（案） 

水配分と干ばつ管理計画/資産管理/水利権管理/品質管理/財務管理/RBO の業績評価 

 

（３）投入 

＜日本側＞ 

長期専門家：2 名（プロジェクトリーダー、水資源インフラ運用/管理） 

短期専門家：9 名程度（ ｱ)水資源計画/調整、ｲ)測地技術/計測技術、ｳ)水理・水文、

ｴ)水資源情報・通信、ｵ)環境、ｶ)社会的損失補償、ｷ)資機材管理、ｸ)研修管理、 

ｹ)財務管理 ） 

本邦研修：12 名程度 

現地ｾﾐﾅｰ、研修：3 回程度 

機材供与：事務機器（コピー機 2 台、FAX）、4 輪駆動車 

＜相手国側＞ 

カウンターパートの配置、建物・施設（バンドン及びソロ）、研修スペース、運営経費 

＜総費用＞ 

約 3 億円 

（４）実施体制 

公共事業省研究開発庁（水資源研究ｾﾝﾀｰ、河川研究所） 

公共事業省水資源総局（水資源管理局） 

PJT I 及び PJT II 

４．評価結果（実施決定理由） 

以下の視点からプロジェクトを評価した結果、協力を行うことは必要かつ妥当と判断される。 

（１）妥当性 

「イ」国では、IWRM による中央政府、地方政府、民間セクター、NGO、住民などのあらゆる

レベルの利害関係者を含む参加型アプローチを通じて、効果的な水資源管理を実現するための取

り組みを行っている。IWRM のアプローチは日本が最も進んだ取り組みをしているといわれてお

り、その技術と経験は「イ」国でも十二分に活かすことが可能であると考えられる。「イ」国は水

資源環境が日本と類似していること、更に、RBO が組織・能力強化において日本の培ってきた技
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術力が効果的に活かされると考えられること、「イ」国が日本のこうした技術支援を高く評価して

いることから、日本が協力を行うことは妥当である。 

（２）有効性 

本プロジェクトは RBO の業務遂行能力に必要となる実務ガイドライン類の作成、整備支援、

ならびに、RBO 職員の教育・訓練のためのセミナー実施、更に、コンサルティング活動の支援を

通じて、水資源管理に関する実務レベルでの関係者全体の知識、能力の向上の底上げが期待でき

る。また、これらの活動から高度な専門知識、ノーハウを有する RBO 職員が、将来の実務層の

職員の講師となり、ガイドライン類の整備を含めて継続的な能力向上が期待できる。 

（３）効率性 

本プロジェクトでは「イ」国側の主体的な活動を重視して策定されているため、各種教材やガ

イドライン類の作成、RBO の職員の人材育成などの成果を、長期専門家 2 名による協力を中心に

少ない投入による効率的な目標の達成を期待できる。一方、RBO の人材育成について、現地セミ

ナーと本邦研修との連携体制の確保により長期的な視点からの効率的な RBO 職員の能力向上が

可能となるとともに、研修員の受講意欲の向上にも資することが期待できる。 

（４）インパクト 

本プロジェクトにおいては、プロジェクト終了時においても、RBO の業務遂行能力が向上した

人材が、整備されたガイドライン類の活用を通して、更なる水資源管理能力の向上が図られ、よ

り適切な RBO の運営が行われることが期待される。 

（５）自立発展性（Sustainability） 

本プロジェクトの効果を持続するためには、プロジェクトにおける成果物（ガイドライン類）

の継続的な改訂、出版、配布、普及の活動及びそのための財源が確保されることが必要であり、

「イ」国側の活動努力を促すのみならず、プロジェクト期間中においても、予算措置を確保する

努力が必要である。他方、当該分野の人材育成について、プロジェクトの実施を通じ将来中核と

なる講師の育成が見込まれることから、協力終了後の持続可能性は高いと判断できる。 

５．外部要因リスク（外部条件） 

（１）「イ」国政府の IWRM 推進政策に変更がない。 

（２）プロジェクト実施機関において、プロジェクト関連予算及び事業担当職員が配置され続ける。

６．今後の評価計画（中間評価、終了時評価の実施時期） 

（１）評価に使用する指標 

・RBO 職員に対するセミナー中に実施する試験の平均点 

・水資源管理に関わるガイドライン類の利用状況 

（２）評価スケジュール（予定） 

中間評価：プロジェクト開始後 1.5 年 

終了時評価：プロジェクト終了時 
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付属資料２．主要面談記録 

 

アジア開発銀行 

日時：9 月 4 日（8:00-） 

面談者：Mr. Bobur Alimov（Environmental Economist Indonesia Resident Mission） 

（１）チタルム流域での IWRM 事業に関して 

本事業は「イ」国政府が ADB に要請してきたものであり、2007 年～2021 年の 15 年間

の計画で、事業費 3.3 bil. US$のうち 0.5 bil. US$を ADB がサポートする計画である。事業

内容は JOBODETABEK の西部水路の水供給、チタルム川の水質悪化対策、森林管理対策

等を含む。他機関、他項目にわたる。調整に 1 年を費やした。3 日前に署名（9 月 4 日現

在）した。森林、衛生 等、他ドナーとの協調が次の作業となる。ADB の技術協力はパイ

ロットプロジェクトとして、6Cs（Citarum, Ciliwung-Cisadane, and Ciujung-Cidanua-Cidurian）

の流域を管理する３つの Balai Besar に対する IWRM のための能力向上ならびにこれらの

流域の戦略的開発計画（Pola）の策定を 1～1.5 年間行う。2007 年 9 月署名、準備に続い

て 2008 年に初頭にスタートする予定となっている。 

 

（２）アジアパシフィック水フォーラム 

アジアは知識を持っているが共有されていない。例えば、都市水はシンガポール、気

候変動はインド、流域管理はインドネシア、等 ポテンシャルはある。 

 

（３）インドネシアサイドの対応 

・ PJT I&II、NARBO、9～10 の大学、バンドンの水資源センターのネットワークを考え

ている。そこで、世界レベルのアカデミックナレッジとプラクティカルナレッジを融

合させたいと考えている。財源、人材が不足。適切な支援が必要。 

・ 地域ハブとして知識を売る構想をもっている。 

 

水資源総局（DGWR）及び調査開発庁（DGRD） 

日時：9 月 4 日（13:30-） 

面談者：Mr.Basuki、Mr.Arie, Mr. Supardi、他 

（１）本プロジェクトの基にしているもの 

・ NARBO 活動を通じてインドネシアで IWRM を実施するため DURMRT 設置案が出て

きた。 

・ インドネシアで 133 の河川地域のうち 69 地域を中央政府が 30 の Balai（RBO）で管理

する。その内 11 の RBO が Balai Besar、残り 19 が Balai である。 
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・ DURMRT の設立：NARBO の活動の一環として DGWR, DGRD、大学を含めた Center of 

Excellence とし、コアとする。この中で RBO のスタッフの研修、ガイドラインの整備、

カウンセリング機能強化を図る。 

・ DUWRMT の設置については PU 内では問題はなく、現在設立準備を進めている。 

 

（２）課題 

・ DURWMRT の設立は省令が必要（2009 年を目途に省令を発効する予定） 

・ RBO のプロファイルを作成中。RBO は 133 の河川地域について現段階で設立されて

いる訳ではなく、逐次設立していく。 

・ バンドンスタッフトレーニングセンターで ADB 支援により行政職員の一般的研修を

実施しているが、水資源管理とは関連がなく、DURWRMT とは関連しない。 

 

水資源総局 

日時：9 月 12 日（9:50-） 

面談者：Mr. Iman Anshri (Director of DWRM) 

（１）水資源管理の現況 

・ ブランタス、チタルムには２つの組織（Balai Besar, PJT I/II）がある。これらのアウト

プットは明確に分けられるが、内容についてはその区別がクリアではない。将来、オ

プションとして、１）PJT を改造する、２）PJT と Balai を一緒にする、の可能性があ

る。 

・ 堤防、河川は PJT による O&M ができないが、一方、PJT は PJT 規則によりすべての

施設の O&M を行うことになっている。また、PJT は国営企業省の管理下にあり、PU

の管轄下ではない。10 年程前から現在まで、PJT はすべてを実施してきていない。堤

防補修は Balai が行ってきた。 

・ 財務省（Treasury）の下で BLU（Public Service Indonesia）の新しい枠組みができた。

BLU は政府から事業実施予算を受け、治水や利水などの事業を実施し、水供給等の公

共サービスに対して、料金徴収を行うことで事業体の運営を行う方式である。 

・ PSO（Public Service Operation）の実施のために Balai は 政府の予算で PJT が行うもの

以外の O&M を行う。 

 

（２）水資源管理のモデル 

PJT の存在するチタルム川、ブランタス川、ソロ川については PJT が水資源施設の管理

を担うように制度を変更する計画もある。 

PJT のない河川では Balai がプロジェクトベースで建設を行いリハビリ、施設の引渡し

まで O&M を行ってきた。2007/01 以降は建設・管理ともに Balai Besar が実施することに

なっている。 
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・ 水資源法（No.7/2004）により、 

A>3000 ha 或いは複数の州に跨る流域 ：中央政府 

1000 ha < A < 3000 ha   ：州政府 

A < 1000 ha    ：地方政府、市 

の管理となる。 

 

（３）モデル流域 

・ Pemali-yuan（Semarang）、Salayu-Opak（Jog）の RBO について、パイロット RBO と

して BLU の導入を 2007 年度に行うことで進めている。 

 

日時：9 月 20 日 

面談者：Mr. Imam Anshri（Director of DWRM） 

RBO 設立の規定に関して 

・ Law No.12/2006, Law No.13/2006 に規定されているがその後、改定された。新省令では

Balai Besar の数は 11、Balai の数が 19 である。 

・ 新たに BARAI BESAR になったところは次の５つである。 

- MESUJI-SEKAPUNG 

- CIDANAU-CIUJUNG-CIDU 

- CILIWUNG-CISADANE 

- CITARUM 

- PEMENENGA-JENEBERANG 

 

河川研究センター（ソロ市） 

日時：9 月 5 日 

面談者：Ir. Hermono S. Budinetro, Mr.Irwan 

（１）DUWRMT の敷地、建屋（建設中）の確認 

・ 12 月に竣工予定（什器類を含む）2 階建て 延べ床面積は約 760m2 

・ 研修、訓練に必要な機材（マルティメディア機器、無線 LAN、ｻｰﾊﾞｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀは準備予定） 

 

（２）研究成果の普及 

・ 研究成果の普及は、雑誌の発刊とセミナー開催により実施している。 

 

JASA TIRTA I（Solo 支社） 

日時：9 月 5 日（13:10-） 

面談者：Ir. H.Sutioso, Mr.Erwan 
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・ 新水資源総局長は PJT I&II の存続の考えを持ち、旧水資源総局長は PJT の廃止（改組）

を検討してきており、PJT III や IV の設立の可能性も否定していない。 

・ RBO の強化だけではうまくいかないのではないか。河川流域管理の枠組を明確にする

必要がある。 

・ PJT I と RBO との業務は重複している。毎年、業務内容の調整を図っている。 

・ PJT の業務として大規模リハビリプロジェクトを加えるか否かを協議しているところ

である。 

・ 今年末には、PJT の立場が明確になる予定。 

 

ブランタス川流域 RBO（Balai Besar Wilaya Sungai Brantas） 

日時：9 月 6 日（11:20-） 

面談者：RBO: Ir. Sugiyanto, Mr.Dedy, Ms. Made 

 PJT I: Mr. Widoyo, Mr.Soekiesdiyono 

（１）事務所の業務の説明 

・ ブランタス川流域は、３つの組織（Balai Besar、PJT I、州政府）により管理されてい

る。 

・ RBO 設立以前までは灌漑、洪水、低水等のプロジェクトを実施していた。 

・ PJT I は維持管理（ダム・堰管理、水質保全、環境保全等）を行い、PJT の収入は発電

所への水供給、都市用水供給からの収入、政府からの補助金等からなる。 

・ ブランタス川とソロ川流域の水配分、洪水、水質汚染のモニターを行っている。 

 

（２）RBO と PJT とのデマケーションに関して 

・ ROB は開発プロジェクト、堤防の O＆M、貯水容量（全体）の確保、大河川の河川開

発・改修を行う。 

・ PJT I は水資源施設（堤防、灌漑施設を除く）の O＆M と小規模な施設改修（堰：堆

砂除去等） 

・ 業務分担表（マトリクス）は昨年作成したが、省の承認がまだ得られていない。 

・ 財源は政府から。年により異なる。 

・ 人員：1150 人 

・ 人的な問題として、中央政府の０成長により、若年層が不足している。 

・ 技術の継承は OJT による。短期：ガジャマダ大学、ITB、PU, 等へ研修者を派遣して

いる。 

 

PJT I 

日時：9 月 7 日（9:35-） 

面談者：Ir. Tjoek, Ir. Widyo, Mr. Afan, Ms. Titi, Mr. Fahmi 
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PJT I の概要について（Ir.Tjoek） 

・ 業務範囲についての PJT I と Balai との役割分担のマトリックスがある。 

・ PJT I：ブランタス川およびソロ川の公共事業省プロジェクトとして建設した水資源施

設の管理分野を行う。 

・ 新水資源法設立後、ブランタス開発事務所は Balai Besar となり、PJT および州政府の

水資源関連部局の機能を含む組織となった。 

・ 水資源総局長の交代により状況が変動している。前水資源総局長は PJT を廃止（改組）

する構想を持っていたが、新水資源総局長は PJT III、PJT IV の構想を持っている。 

・ 公共事業省は維持管理を減らすことにより政府の財政負担を減らしたいと考えてい

る。 

・ PJT I は維持管理、予防保全（preventive maintenance, 浚渫等の小さな維持管理）の機

能を強化していく。 

・ 従来、PJT が管理していなかったブランタス 44 河川、ソロ 25 河川以外の施設につい

ても政府資金により PJT I が行う。（例えば、取水口前面の堆砂の除去は Balai では実

施できていなかったが、PJT I は実施できる）場合によっては、灌漑施設管理を含める

可能性もあるが、今の時点では、灌漑施設管理を含める計画はない。 

・ O&M の役割分担表（マトリックス）は未承認だが、今週その協議を行ったところで

ある。 

・ 植林は堆砂の減少、水質向上に役立つが、PJT I 以外の機関が行っている。 

・ 水配分に関しては州水資源委員会で協議、最終決定し、副知事が承認する。 

・ 組織：ブランタス 44 流域を４つの Division で管理、各 Division は２つのサブセクショ

ンにわかれている。 

・ 非水資源について：４つのビューローで管理 

・ 人員：560 人（ソロを含む） 

・ コンピテンス：必要な技能を定めている。内外の訓練、年間計画（訓練の数、評価（訓

練前後の比較）、・・）、公式/非公式、短期/長期、国内/海外の外部訓練がある。 

・ 構想（Vision）：専門性（職員の技術力の向上）、責任感 

・ PJT I は DUWRMT に対して協力する。（OJT など） 

・ PJT I と PJT II は異なる。：地方分権前は西部ジャワで PJT II は灌漑、水力を扱い、PLN、

JKT への水供給が大きな収入であるが、十分ではない。PJT I は自然サービス供給を行

っている。 

・ 啓蒙活動：水質に関する情報ネットワーク（高校生を対象）、中央政府レベル RBO

や週レベル RBO へのカウンセリング 
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PJT II 

日時：9 月 10 日（8:35-） 

面談者：Mr. Djendan Gurusinga, Mr. Herman, Mr. Mardjuki, Mr. Anton 

（１）PJT II の概要 

・ ジャティルフルプロジェクト（1956-1967）の竣工に伴い、その維持管理のために「イ」

国政府はジャティルフルオーソリティを 1979 年に設立した。その後、1999 年に PJT II

と名称変更をした。 

・ チタルム川地域の管理（サグリン、チラタ、ジャティルフル、56000ha の灌漑エリア

を含む）、西部水路（ジャカルタへの原水供給）他 

・ 水配分はチタルム調整会議が２週間毎に開催される。 

・ PJT I との違いとして、システム管理運営を行っている。（ISO9001/2000ver.）よりモ

ダンである。 

・ 1970 年以降、政府の財政上の寄与はない。 

・ 1600 名の人員（大半は政府職員であった） 

 

（２）デマケに関して 

・ Balai Besar と類似した機能を持ち、その境界は明確ではない。役割分断についてのド

ラフトが１週間前に作成された。 

・ O&M についても毎年政府の承認が必要 

・ RBO は永久構造物の建設、リハビリ工事を行う。運営は PJT II が行う。一時的な堤防

補修（緊急対策）、水質モニタリング、洪水調整は PJT II が行う。 

・ 法律（水法）によると、すべて（運営も含めて）が Bali Besar に責任がある。実際は、

O&M は PJT II が行っている。 

・ 両者が足りないところを補い合って、管理している。デマケは難しい。 

 

（３）能力強化プロジェクトについて 

・ DURMRT へ支援する。 

・ 標準ガイドラインを基に、操作規定等、施設点検など固有のものは PJT II で作成して

いる。 
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現地踏査 

 

ジャティルフールダム 

日時：9 月 11 日（8:00-） 

１．ダム、洪水吐け、発電所の視察 

２．維持管理のための書類の確認 

マニュアル類：原稿は PJT II が作成、総裁が承認する。毎年、コンサルタントによる査

察（inspection）が行われる。改定は PJT II が行う。 

 

チタルム川流域 RBO（Citarum Balai Besar） 

日時：9 月 10 日（13:00-） 

面談者：Mr. Mudjadi、他 

チタルム川流域 RBO の概要 

・ 今まで、PJT II と州のバライ、他機関が流域管理をしていたが、水資源法（2004 年）

に基づき、Balai Besar が 2007 年始めに設立された。流域管理を将来、どこが実施する

かはまだクリアではない。大統領令がまだ出ていない。一般的には、PJT II, Balai がオ

ペレータとなり、省はレギュレータ（承認機関）となる。現在は暫定期間となってい

る。 

・ PJT II はチタルム RBO の下で、維持管理を担当する。 

・ 人員は 530 名、そのうち技術者は 55 名。 

・ 課題として、非技術者が多いことがある。 

・ チタルム川は ADB プロジェクトの一流域となっており、フェーズ１が 2006 年 10 月

に終了した。 

・ チタルム川流域 RBO では直轄管理施設は灌漑（3000ha）、大きな施設は PJT II が管理

する。ただし、堤防の補修は自ら実施している。 

・ 2007 年の予算は 247 bil. Rp（約 35 mil. US$） 

・ 2006 年以前の予算は管轄領域が異なるためその算出は時間がかかる。 

 

水資源研究センター（Research Center for Water Resources River） 

9 月 10 日（15:00-） 

面談者：Ir. H. Isnugroho, Ir. William M. Putuhena 

ガイドライン作成の過程に関して 

・ 概念（Concept）は各部（Experimental div.）が作成 

・ 標準・成果普及部による運営されるガイドライン制定委員会で、調整のみを行う。委

員会には、民間企業、大学教員、政府職員などが構成メンバーとなる。 
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・ JKT の State Standard Agency (Badan Standard National) において大学等をいれて討論を

行う。 

・ BSN で承認されると Web Site にのせる。 

・ 標準類は下記の種類がある。 

- Standar National Indonesia 

- Pdeman Teknis（PU の承認） 

- Petunjuh Teknis（同上） 

 

Balai Besar Sungai Pemali-Juana（プマリ－ジュアナ河川流域事務所） 

日時：9 月 17 日 

面談者：Dr. Ir. Jaya Murni Wrgadelam, Dipl. HE, M.Sc, 

Mr. Zanal Achmad Djohan 

プマリジュアナ RBO の活動に関して 

・ RBO 設立前はプロジェクトベース（プロジェクト毎の資金）で実施を行い、施設建設

後は州が管理する。 

・ 活動領域は Planning & Program, Irrigation, Water supply, Jatibarang dam, Costal Structure, 

Groundwater, Conservation, Flood Control & River Improvement, O&M, General& 

Administration の 10 領域である。 

・ 潅漑施設は水資源法（No.7/2004）施行以前、州が管理していたが、施行後は面積に応

じて Balai、州政府、地方政府が管理することになっている。 

・ 洪水については、以前は場所毎にローカルベースで実施してきた。流域全体での対応

はできていない。 

・ 教育に関しては、正規教育（オランダで Dipl.HE コースや日本での砂防）が大事。し

かし、時間と費用がかかる。 

・ RBO Library を作りたい。すべてのテキストを保管。データベースシステムの構築。 

・ スマランへの水供給に対して、取水ポンプを建設している。BLU の適用で取水に対し

て料金を課すことを考えている。 

 

セラユ－オパ河川流域 RBO（Balai Besar Seraya-Opak） 

日時：9 月 18 日（8:30-） 

面談者：Ir. Bambang Harugono , Dipl. HE, M. Eng. (Chief of BalaiBesar) 

Mr. Inam Mardjanto (Chief of implementation of Water Resources Distribution Net Work) 

（１）Balai Besar Seraya-Opak の特徴 

他の RBO と異なる点として下記がある。 

i) 石灰岩地帯での地下河川の存在 

ii) 火山灰による砂防対策が顕著 
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iii) 海岸地帯のデューンでの潅漑事業 

 

（２）質問票に関して 

・ 最も必要なことは O&M の費用の不足 

・ RBO として収入をどの様に得ることができるかについてプロジェクトに含めて欲し

い。 

・ RBO は O&M をやってこなかった。 

・ BLU のモデル地域として、何から料金をとれるか、水資源以外から料金を得ることが

できるか、等について現在案を策定中。 

・ 州の水供給事業との協調は少ない。 

・ 水資源の保存は他の省との関連を考慮に入れる必要がある。（例えば BAPEDA） 

・ フレームワーク策定等の上流側の事項の教育は難しい。（経験者がいない） 

 

バリ－プニダ流域 RBO（Balai Wilayah Sungai Bali-Penida） 

日時：9 月 24 日（8:30-） 

面談者：Ir. I Nyoman Ray Yusha, MM, Ir. I Gusti Ngurah Wijaya, 他 

バリ－プニダ RBO の活動に関して 

・ バリ島では伝統的に潅漑用水路が発展しており、水配分についても毎月 1 回の利害関

係者による会議が行われて調整が行われ、良く機能している。（スバッグシステム） 

・ バリ島内でも水不足の地域があり、特に流域の開発による水量の減少、プニダ島での

水不測が深刻となっている。 

・ バリ島とプニダ島全体がひとつの州で、新水資源法では河川流域は州の管轄となる。 

・ 昨年まで（新水資源法施行以前）は各種プロジェクト（規模の大きなもの）は中央政

府のもとで実施され、完成後約 1年で州政府に移管されてO&Mがおこなわれている。 

・ 今年になってから、組織上は各プロジェクトに対応する PPK（Pyabat Pembuat 

Momitmen）がバライの下に位置し、総合的な管理体制となっている。しかし、実質は、

O&M は現在のところ州、県が行っている。 
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